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八
代
高
等
学
校 

副
校
長　
石
村 

秀
一

　
八
代
高
等
学
校
・
八
代
中
学
校
に
お
き
ま
し

て
は
、
万
全
の
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
、

生
徒
の
健
や
か
な
学
び
を
保
障
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
６
月
１
日
か
ら
通
常
登
校
に
よ
る
教

育
活
動
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
今
後
の
見
通
し
が

立
た
な
い
状
況
で
す
が
、
学
校
で
は
こ
れ
ま
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
め
ぐ
っ
て
、「
ど
ん

な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
」
を
生
徒
た
ち
の
頑

張
っ
て
い
る
様
子
を
中
心
に
振
り
返
り
ま
す
。

臨
時
休
校

　

３
月
２
日
か
ら
15
日
ま
で
一
斉
臨
時
休
業

（
休
校
）
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
休
業
が

３
月
24
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
期
間

中
、
各
学
年
に
登
校
日
を
設
定
し
、
高
校
終
業

式
、
中
学
校
修
了
式
、
そ
し
て
退
任
式
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
新
学
期
に
な
っ
て
再
度
４
月
14
日
か
ら
５
月

６
日
ま
で
の
間
、
臨
時
休
業
（
休
校
）
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
休
業
期
間
中
に
は
登
校

日
を
設
定
し
、
各
教
科
か
ら
の
課
題
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
課
題
の
進
捗
状
況
や
質

問
等
は
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
（
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
多

目
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
）
を
活
用
し
ま
し
た
。

　
状
況
は
好
転
せ
ず
、
５
月
７
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
再
度
休
業
を
延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
分
散
登
校
を
行
い
、
ま
た
、
特
別
時
間

割
を
作
成
し
、
各
教
科
か
ら
学
習
計
画
に
基
づ

い
て
課
題
が
出
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ

ｓ
ｉ
を
活
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
計
画
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

学
校
行
事

■ 

卒
業
式

　

３
月
１
日
の
高
校
卒
業
式
、
３
月
18
日
の
中

学
卒
業
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
を
十
分
に
行
っ
た
上
で
、
卒
業

生
及
び
職
員
、
保
護
者
の
み
の
出
席
と
し
ま
し

た
が
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
卒
業
生
は
引
き

締
ま
っ
た
表
情
で
卒
業
証
書
を
受
け
取
っ
て
い

ま
し
た
。

■ 
昨
年
度
中
止
と
な
っ
た
行
事

○ 
中
学
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
（
３
月
４
日
予
定
）

○ 

県
立
中
３
年
生
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
イ
（
３
月

５
日
予
定
）

○ 

同
窓
会
に
よ
る
講
演
会
（
３
月
６
日
予
定
）

○ 

中
学
授
業
参
観
・
学
級
懇
談
会
（
３
月
７

日
予
定
）

○ 

中
学
入
学
予
定
者
説
明
会
（
３
月
７
日
予

定
）

■ 

新
任
式
・
始
業
式

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し

て
、
新
任
式
と
始
業
式
は
中
学
と
高
校
を
別
会

場
で
実
施
し
ま
し
た
。
体
育
館
の
席
間
隔
は
最

大
限
広
げ
、
会
場
の
窓
・
扉
は
開
放
し
、
マ
ス

ク
を
着
用
さ
せ
、
入
場
時
に
は
手
消
毒
を
徹
底

さ
せ
た
上
で
、
実
施
し
ま
し
た
。

登校日の様子 ⑴

新任式・始業式

登校日の様子 ⑵

高校卒業式

中学校卒業式

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
八
高
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■ 
入
学
式

　
新
入
生
、
保
護
者
及
び
教
職
員
の
み
で
４
月

８
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
式
や
式
後
の
行
事
も

可
能
な
限
り
短
縮
し
て
実
施
し
ま
し
た
。検
温
、

マ
ス
ク
の
着
用
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
設
置
、

換
気
の
た
め
に
体
育
館
の
窓
等
を
全
開
に
し
た

ま
ま
実
施
し
ま
し
た
。

教
育
活
動
の
再
開
ま
で

■ 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

　
学
校
の
再
開
に
向
け
て
、登
校
前
の
検
温
と
、

味
覚・臭
覚
の
異
常
等
は
な
い
か
、咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
部
屋
の
換
気
等
の
対

策
を
徹
底
し
、
ま
た
、
３
密
が
重
な
る
場
所
等

で
の
活
動
を
控
え
る
よ
う
に
連
絡
を
し
ま
し

た
。

　
分
散
登
校
と
時
間
短
縮
、
時
差
登
校
の
３
つ

を
組
み
合
わ
せ
て
、
学
年
毎
に
ア
セ
ン
ブ
リ
ー

（
学
年
集
会
）
や
、
学
活
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

■ 

在
宅
勤
務

　
在
宅
勤
務
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認

め
た
職
員
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

■ 

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
と
書
面
評
決

　
職
員
会
議
等
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
行
わ
れ
、
書

面
評
決
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。

■ 

学
校
再
開
に
向
け
た
段
階
的
な
教
育
活
動

再
開
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
５
月
18
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
、
授
業
を
段

階
的
か
つ
前
倒
し
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
各
ク
ラ
ス
を
２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
登

校
の
時
間
帯
を
午
前
と
午
後
に
分
け
ま
し
た
。

授
業
で
は
、
生
徒
の
席
の
間
に
可
能
な
限
り
距

離
を
確
保
し
、
対
面
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
た
（
休
み
時
間
も
同
様
）。
教
室
や
学
習
室

等
に
は
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
、
最
大

限
の
感
染
防
止
の
取
組
を
行
っ
た
上
で
実
施
し

ま
し
た
。

学
校
再
開

　
県
教
委
の
通
知
を
受
け
、
６
月
１
日
よ
り
学

校
を
再
開
し
ま
し
た
。
再
開
に
当
た
り
、「
熊

本
県
立
学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
応
し
た
学
校
再
開
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

基
づ
き
、「
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
」
を
踏

ま
え
、
万
全
の
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
、

生
徒
の
健
や
か
な
学
び
を
保
障
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■ 
今
年
度
中
止
に
な
っ
た
行
事

○ 
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
後
援
会
総
会

○ 
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

○ 

鳳
雛
祭
（
体
育
の
部
並
び
に
文
化
の
部
）

○ 

県
高
校
総
体

■ 

第
１
回
八
代
中
学
校
説
明
会
に
つ
い
て

　

６
月
７
日
に
感
染
症
拡
大
防
止
の
対
策
を

と
っ
た
上
で
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
し

た
。

そ
の
他

■ 

夏
季
休
業
期
間
に
つ
い
て

　

８
月
７
日
に
１
学
期
終
業
式
、
８
月
24
日
に

２
学
期
始
業
式
を
実
施
し
ま
し
た
。
高
校
１
・

２
年
生
の
夏
季
課
外
は
中
止
し
、
３
年
生
の
み

実
施
し
ま
し
た
。

■ 

部
活
動
に
お
け
る
全
国
大
会
の
中
止
に
伴

う
各
地
域
で
の
代
替
案
の
検
討
に
つ
い
て

　
熊
本
県
高
体
連
は
県
高
校
総
体
の
代
替
大
会

の
日
程
を
６
月
16
日
に
発
表
し
ま
し
た
。
７
月

４
日
か
ら
始
ま
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
皮
切
り
に

８
月
10
日
ま
で
の
土
日
を
中
心
に
28
競
技
を
実

施
し
ま
し
た
。
本
校
で
も
県
総
体
を
機
に
引
退

す
る
生
徒
が
多
い
こ
と
か
ら
、代
替
大
会
は「
最

終
学
年
生
徒
の
発
表
の
場
」
と
位
置
づ
け
、
一

部
の
生
徒
が
出
場
し
ま
し
た
。
従
来
の
県
総
体

と
比
べ
て
規
模
を
縮
小
し
、
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
原
則
無
観
客
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

入学式 ⑵

八代中学校説明会

入学式 ⑴

授業の様子（ビニールカーテンを設置して）
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７
月
４
日
未
明
、
長
時
間
に
及
ぶ
線
状
降
水

帯
の
出
現
に
よ
る
猛
烈
な
豪
雨
に
よ
り
、
人
吉

や
坂
本
地
区
な
ど
の
球
磨
川
流
域
と
芦
北
地
区

で
は
、
河
川
の
氾
濫
、
住
宅
浸
水
、
道
路
や
鉄

道
な
ど
の
交
通
網
の
寸
断
な
ど
未
曾
有
の
大
き

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
不
幸
に
も
65
名
の
尊
い

人
命
を
奪
わ
れ
る
最
悪
の
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
八
高
・
八
中
に
は
遠
く
は
人
吉
球
磨
地
方

や
八
代
市
坂
本
町
、
芦
北
郡
か
ら
の
通
学
生
も

多
く
、
通
学
や
勉
学
・
部
活
動
・
進
路
指
導
な

ど
八
高
生
活
の
多
方
面
に
影
響
が
出
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
広
報
委
員
会
で
は
、
被
災
の
実

態
や
今
後
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
の

か
を
知
る
た
め
に
、
八
高
の
先
生
方
や
生
徒
た

ち
に
聴
き
取
り
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

（
９
月
４
日
に
高
２
、
高
１
、
中
３
の
学
年
主

任
の
先
生
方
と
被
災
し
た
生
徒
６
名
を
対
象
に

２
回
に
分
け
て
実
施
）

災
害
時
の
安
否
確
認

　
災
害
当
日
の
全
生
徒
へ
の
安
否
確
認
は
、
コ

ロ
ナ
の
対
策
と
し
て
使
用
し
て
い
た
リ
モ
ー
ト

学
習
用
の
ツ
ー
ル
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
回
答
や
直
接
電
話
で
の
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
電
話
の
不
通
状
態
が
続
く
坂
本
地
区
と

は
連
絡
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
翌
日
、
避

難
所
で
あ
る
八
代
市
総
合
体
育
館
、
千
丁
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
生
徒
の
無
事
が
確

認
で
き
ま
し
た
。

豪
雨
に
よ
る
交
通
網
の
遮
断
に
よ
り

通
学
に
大
き
な
影
響

　
現
在
、
八
高
・
八
中
の
生
徒
の
中
に
は
Ｊ
Ｒ

肥
薩
線
利
用
者
が
８
名
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

利
用
者
が
60
名
い
ま
す
が
、
肥
薩
線
は
復
旧
に

め
ど
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
お
れ
ん
じ
鉄

道
も
佐
敷
八
代
間
が
不
通
（
９
月
10
日
現
在
）

と
な
っ
て
お
り
、
通
学
に
大
き
な
支
障
が
出
て

い
ま
す
。（
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
は
11
月
１
日

か
ら
全
線
運
転
再
開
さ
れ
ま
し
た
）

被
害
の
状
況
と
現
在
の
状
態

　
被
災
の
状
況
は
、
高
校
２
年
生
で
は
、
芦
北

地
区
で
、
床
上
浸
水
３
名
、
床
下
浸
水
３
名
、

自
動
車
の
流
失
が
１
名
で
し
た
。
住
宅
が
壊
滅

的
な
被
害
に
あ
っ
た
生
徒
は
、
部
活
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
持
っ
て
避
難
し
た
そ
う
で
す
。
教

科
書
も
多
少
泥
で
汚
れ
ま
し
た
が
、
本
人
は
公

費
配
布
を
断
り
、
こ
の
ま
ま
使
用
し
た
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。
元
来
、
我
慢
強
い
性
格
で
、

災
害
に
負
け
な
い
と
い
う
強
い
意
思
が
み
ら

れ
、
他
生
徒
へ
の
勇
気
を
与
え
て
い
ま
す
。
現

在
は
家
族
と
と
も
に
八
代
市
に
ア
パ
ー
ト
を
借

り
、
通
学
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
１
年
生
で
は
、
家
屋
の
大
き
な
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
道
路
や
鉄
道
の
寸
断

等
で
通
学
に
支
障
が
あ
る
生
徒
が
い
ま
す
。
坂

本
地
区
か
ら
通
学
し
て
い
た
生
徒
の
一
部
に
は

家
族
と
と
も
に
引
っ
越
し
を
し
た
人
も
い
ま

す
。

　
中
学
生
に
は
、
肥
薩
線
利
用
者
が
４
名
い
ま

す
。
４
名
と
も
家
屋
の
被
災
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
当
初
は
、
鉄
道
が
不
通
の
た
め
保
護

者
に
よ
る
送
迎
が
基
本
と
な
り
、
家
族
に
と
っ

て
は
負
担
が
大
き
い
状
態
で
し
た
。
渡
地
区
か

ら
通
学
し
て
い
た
生
徒
は
、
家
屋
は
被
災
し
て

い
な
い
も
の
の
、
道
路
の
寸
断
に
よ
り
通
学
が

で
き
な
く
な
り
、
八
代
市
へ
家
族
で
転
居
し
、

父
母
が
勤
務
先
の
人
吉
へ
通
勤
を
し
て
い
ま

す
。
水
俣
・
芦
北
地
区
か
ら
通
学
す
る
生
徒
は
、

新
幹
線
利
用
者
は
平
常
通
り
で
し
た
が
、
肥
薩

お
れ
ん
じ
鉄
道
利
用
者
は
佐
敷
駅
・
八
代
駅
間

 

７
月
豪
雨
と
八
高
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が
不
通
と
な
っ
た
た
め
、
保
護
者
が
車
で
の
送

迎
を
輪
番
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
代

替
バ
ス
の
運
行
が
始
ま
り
、
保
護
者
の
負
担
は

減
り
ま
し
た
。
日
奈
久
、
二
見
か
ら
の
通
学
生

も
災
害
当
初
は
保
護
者
の
送
迎
で
し
た
が
、
そ

の
後
、代
替
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
人
吉・

球
磨
方
面
は
９
月
４
日
ま
で
保
護
者
が
送
迎
し

て
い
ま
し
た
が
、
９
月
７
日
か
ら
高
速
バ
ス
利

用
者
へ
の
運
賃
補
助
制
度
が
は
じ
ま
り
、
高
速

バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
八
高
に
は
新
八
代
駅
か
ら
自
転
車
で

通
学
し
て
い
ま
す
。
坂
本
地
区
は
９
月
10
日
か

ら
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し

た
。被

災
地
域
の
生
徒
た
ち
へ
の

心
の
ケ
ア

　
生
徒
た
ち
へ
の
心
の
ケ
ア
は
、
熊
本
地
震
後

か
ら
「
心
と
体
の
振
り
返
り
」
と
し
て
、
生
徒

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
豪
雨
被
害
に
際
し
て
も
実
施
し
、

生
徒
の
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
の
相
談
に
つ
な
ぎ
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
以
前

よ
り
、
希
望
者
が
増
え
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
敷
居
も
低
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。復

旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
は
、
学
校
主

催
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
八
代
市
で
の
コ
ロ
ナ
感
染

者
の
発
生
に
伴
い
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
自
主

的
に
参
加
し
て
い
る
生
徒
た
ち
も
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
が
、
実
態
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
人
吉
の
実
家
（
本
人
は
八
代
で
下

宿
）
が
被
災
し
た
生
徒
は
、
２
週
間
学
校
を
休

み
、
自
宅
の
片
付
け
や
地
域
の
復
旧
の
た
め
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

被
災
地
域
の
生
徒
た
ち
の

一
番
の
要
望

「
八
高
の
時
間
帯
に
対
応
し
た

　
代
替
バ
ス
を
確
保
し
て
欲
し
い
」

　
被
災
地
域
か
ら
の
生
徒
の
通
学
は
鉄
道
か
ら

代
替
バ
ス
の
運
行
と
な
り
ま
し
た
が
、
バ
ス
で

の
通
学
は
朝
課
外
や
部
活
動
に
大
き
な
支
障
が

生
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
八
高
独
自
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
朝
課
外
に
出
る
た
め
は
、
朝
の
便
の

出
発
時
刻
が
津
奈
木
駅
発
５
時
40
分
と
早
す
ぎ

る
の
と
、
佐
敷
駅
か
ら
の
バ
ス
へ
の
乗
り
換
え

で
、
通
学
時
間
が
長
く
な
り
、
充
分
に
睡
眠
時

間
が
と
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
代
替
バ
ス
の
最
終
時
刻
が
八
代
駅
発

18
時
40
分
の
た
め
、
部
活
を
し
て
い
る
生
徒
へ

の
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
部
活
の
日
を
週
３
回

に
制
限
し
た
り
、
ま
っ
た
く
参
加
で
き
な
か
っ

た
り
と
、
極
め
て
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
バ
ス
内
は
密
状
態
で
コ
ロ
ナ
感
染

が
心
配
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
八
高
生
の

場
合
、発
着
時
刻
が
課
外
授
業
や
部
活
の
時
間
、

学
力
テ
ス
ト
実
施
日
へ
の
時
間
帯
に
対
応
が
不

十
分
な
の
が
現
状
で
す
。
生
徒
た
ち
は
こ
の
点

の
改
善
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。
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８
月
26
日
八
高
校
長
室
に
て
八
高
同
窓
会
広

報
委
員
会
で
は
今
年
就
任
さ
れ
ま
し
た
校
長
と

副
校
長
両
先
生
を
囲
ん
で
、
八
高
の
未
来
を
考

え
る
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
村
山
忍
同
窓
会
長
、
松
永
健
身
校

長
、
石
村
秀
一
副
校
長
、
渡
邊
亮
一
同
窓
会
事

務
局
長
、
広
報
委
員
会
か
ら
は
一
親
房
、
岡
村

洋
文
、
作
田
典
子
、
米
本
直
美
、
江
崎
博
美
、

松
永
正
大
、
柴
崎
政
俊
、
桑
原
温
乃
が
出
席
し

ま
し
た
。
司
会
進
行
は
一
広
報
委
員
長
が
行
い

ま
し
た
。

司
会
：
そ
れ
で
は
、
座
談
会
を
始
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
同
窓
会
長
、
松
永
校
長
、
石
村

副
校
長
お
三
方
に
ご
挨
拶
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
山
：
同
窓
会
は
、同
窓
生
が
一
丸
と
な
っ
て
、

母
校
の
発
展
の
た
め
、
積
極
的
な
支
援
を
し
よ

う
と
い
う
団
体
で
す
。
今
回
の
座
談
会
で
は
皆

様
に
忌
憚
の
な
い
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

松
永
校
長
：
前
任
校
は
菊
池
高
等
学
校
で
３
年

校
長
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
八
代
へ
の
赴
任
は

教
員
人
生
で
初
め
て
で
す
。
今
年
は
、
学
校
行

事
が
全
て
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は

淡
々
と
生
徒
の
不
安
を
解
消
す
べ
く
、
生
徒
を

励
ま
し
な
が
ら
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
学
校
は
学
校
だ
け
で
は
運
営
で
き
ま

せ
ん
。保
護
者
や
同
窓
会
の
支
援
が
必
要
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

石
村
副
校
長
：
大
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
の
３
年

間
を
八
代
高
校
で
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。
今
、

当
時
の
教
え
子
た
ち
と
職
員
室
で
一
緒
に
仕
事

を
し
て
い
て
、
教
員
と
し
て
は
大
変
嬉
し
い
こ

と
で
す
。
こ
の
場
で
お
聞
き
す
る
ご
意
見
を
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
新
型
コ
ロ
ナ
と
豪
雨
災
害
で
手
探
り
の
学
校

運
営

司
会
：
ま
ず
新
型
コ
ロ
ナ
と
豪
雨
に
よ
る
学
校

の
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

石
村
副
校
長
：
２
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の

注
意
喚
起
が
出
て
、
３
月
の
卒
業
式
も
保
護
者

の
み
の
参
加
、
４
月
に
は
入
学
式
も
規
模
縮
小

と
な
り
、
そ
の
後
２
〜
３
日
の
授
業
の
後
、
休

校
と
な
り
ま
し
た
。
７
月
４
日
の
県
南
豪
雨
の

影
響
と
し
て
は
、
生
徒
の
中
に
肥
薩
線
の
利
用

者
が
８
名
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
利
用
者
が

60
名
で
、
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
代
わ
り
に
代
替
バ

ス
な
ど
を
使
い
な
が
ら
通
学
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
の
学
び
の
保
障
に
つ
い

て
は
生
徒
・
職
員
も
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
下
旬
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
が
八
代
で

発
生
し
、
保
護
者
や
兄
弟
、
友
達
な
ど
感
染
の

リ
ス
ク
を
０
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
１
年
生
に
お
い
て
は
、

本
来
な
ら
４
月
は
友
達
を
作
る
時
期
、
８
月
に

は
ク
ラ
ス
内
で
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
取
れ
る
子
が
出
る
頃
な
の
で
す
が
、

今
は
そ
う
い
う
ク
ラ
ス
作
り
も
難
し
く
、
三
密

を
考
慮
し
つ
つ
勉
強
以
外
の
と
こ
ろ
で
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
企
画
し
て
交
流
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
授
業
で
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

ペ
ア
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

生
徒
同
士
で
の
話
し
合
い
な
ど
が
で
き
ず
、
昔

の
よ
う
な
一
方
通
行
型
の
授
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
も
戸
惑
い
が
あ
り
、
心
の
ケ

ア
の
必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

★
今
こ
そ
、
同
窓
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
就
活

学
生
に
支
援
の
手
を

司
会
：
同
窓
生
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

就
活
中
の
大
学
生
や
高
校
３
年
生
の
受
験
生
の

情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

米
本
：
本
年
度
入
学
の
大
学
生
は
、
現
在
、
進

学
先
や
八
代
に
残
っ
た
ま
ま
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

と
い
っ
た
実
情
で
す
。
本
当
に
自
分
は
大
学
生

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
違
和
感
を
抱
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
各
大
学
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
な
く
、
高
校
３
年
生
に
限
ら

ず
２
年
生
か
ら
も
不
安
の
声
を
聴
い
て
い
ま

す
。

桑
原
：
就
活
中
の
卒
業
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
、
就
活
で
は
本
来
な
ら
人
事
の
方
と
会
っ

て
企
業
の
雰
囲
気
を
知
る
は
ず
な
の
に
今
の
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
企
業
面
接
で
雰
囲
気
を
知
る
事

は
難
し
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
は
、
地
元
の

後
輩
た
ち
を
心
配
す
る
声
も
多
く
、
就
活
で
不

安
な
状
況
の
中
で
も
後
輩
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
い
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
で
す
。

八
高
の
未
来
を
語
る

　
　

～
松
永
新
校
長
を
囲
ん
で
～

特 集
3
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村
山
会
長
：
同
窓
会
か
ら
も
各
地
区
の
同
窓
会

よ
り
、
卒
業
生
が
頼
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
繋
ぐ
も
の
が

あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

米
本
：
現
在
、
高
校
の
同
窓
会
と
就
活
中
の
学

生
と
は
あ
ま
り
リ
ン
ク
し
て
お
ら
ず
、
頼
る
の

は
大
学
の
先
輩
。
こ
れ
を
機
に
在
校
生
へ
卒
業

生
か
ら
の
発
信
が
で
き
れ
ば
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
グ

ル
ー
プ
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
早
め
に
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま

す
。

松
永
校
長
：
今
年
は
大
学
へ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
訪

問
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
各
大
学
へ
進
学
さ
れ

た
先
輩
方
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

発
信
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま

に
は
そ
う
い
う
援
助
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

八
高
の
先
輩
が
こ
ん
な
に
多
方
面
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
子
た
ち
は
少
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

★
同
窓
生
が
語
る
理
想
の
八
高
生
と
は

司
会
：
そ
う
し
た
取
り
組
み
は
大
事
で
す
ね
。

是
非
、
今
後
同
窓
会
で
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。

さ
て
、
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
ど
ん
な
八

高
生
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
？

岡
村
：
自
分
の
個
性
を
発
揮
で
き
る
表
現
者
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
自
分
の
専
門
的
な
も
の
だ
け

で
な
く
、
い
ろ
ん
な
引
き
出
し
を
持
つ
。
自
分

を
本
当
に
高
め
て
い
く
た
め
に
、
何
が
あ
っ
て

も
き
ち
ん
と
発
言
・
表
現
で
き
る
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
ほ
し
い
。

柴
崎
：
リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
、
自
分
で
選
ん
で

行
動
す
る
こ
と
。
起
業
す
る
と
か
は
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
心
意
気
を

持
っ
て
ほ
し
い
。

米
本
：
自
分
で
動
く
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
仕
事

が
あ
る
か
な
ん
て
わ
か
ら
な
い
世
の
中
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
自
分
が
好
き
な
仕
事
を
見
つ
け

て
欲
し
い
。
こ
れ
だ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情

報
が
入
る
の
に
、
知
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
自
分
で
調
べ
、
分

析
し
、
考
え
る
と
い
う
力
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

渡
邊
：
三
綱
領
の
２
つ
目
、「
自
律
」。
八
高
に

は
生
徒
会
で
は
な
く
生
徒
自
治
会
が
あ
る
。
八

高
生
は
凄
い
子
も
い
ま
す
が
、
ト
ー
タ
ル
で
見

た
と
き
に
お
と
な
し
い
。
そ
ん
な
中
で
も
「
自

律
」
の
精
神
は
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
。
何
か
学

校
に
対
し
て
要
望
が
あ
れ
ば
、
自
治
会
を
動
か

し
て
ほ
し
い
。

作
田
：
自
ら
考
え
自
ら
行
動
す
る
。
人
っ
て

ず
っ
と
学
び
続
け
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
い

う
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま

す
。

松
永
：
友
人
が
、
入
学
時
は
ギ
リ
ギ
リ
な
成
績

だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
卒
業
時
に
は
早
稲
田
に

合
格
。
高
校
の
3
年
間
で
能
力
が
グ
ン
と
伸
び

る
世
代
な
の
で
、
自
分
た
ち
に
は
“
可
能
性
”

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
。
今
の
成

績
で
は
到
底
無
理
だ
と
思
う
目
標
に
も
、
可
能

性
は
必
ず
あ
る
、
と
い
う
大
ら
か
な
気
持
ち
で

応
援
し
て
ほ
し
い
。

江
崎
：
情
報
が
今
沢
山
あ
る
中
で
何
が
本
当
で

何
が
嘘
か
。
自
分
自
身
が
心
か
ら
納
得
し
た
こ

と
を
信
じ
て
ほ
し
い
。
先
生
の
言
葉
も
本
当
な

の
か
と
か
疑
っ
て
み
る
く
ら
い
、
人
の
話
を
鵜

呑
み
に
せ
ず
、
自
分
で
調
べ
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
。
あ
と
は
思
い
や
り
の
あ
る
人
に
。

桑
原
：
学
生
時
代
に
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け

る
の
が
難
し
い
。
や
り
た
い
こ
と
が
決
ま
ら
な

い
こ
と
に
焦
る
よ
り
は
、
高
校
時
代
は
身
の
回

り
の
環
境
の
中
で
や
れ
る
こ
と
な
ら
何
で
も

や
っ
て
や
る
、
と
い
う
気
持
ち
で
経
験
を
積
ん

で
ほ
し
い
。

司
会
：
昔
の
八
高
生
は
「
バ
ン
カ
ラ
」
と
い
う

言
葉
が
似
合
っ
て
い
た
。
自
分
た
ち
の
世
代
は

反
発
心
が
あ
っ
た
。
先
輩
た
ち
と
同
じ
事
は
し

な
い
と
い
う
想
い
が
あ
っ
た
。
今
は
み
ん
な
同

じ
型
に
は
ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
精
神
な
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
世
の
中
、や
っ
て
い
け
る
の
か
な
、

と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
反
骨
の
精
神
、
た
く
ま

し
さ
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い
ま

す
。
さ
て
、
先
生
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
八
高

と
他
校
と
の
違
い
を
感
じ
ら
れ
ま
す
か
。
八
高

の
独
自
性
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

★
八
高
の
未
来
に
不
安
無
し
！　
根
付
い
て
い

る
“
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
”

松
永
校
長
：
八
高
は
一
人
ひ
と
り
の
能
力
が
高

い
の
で
、
先
生
た
ち
も
生
徒
の
持
て
る
力
の
色

ん
な
こ
と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
げ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
頃
よ
り
お
と
な
し
い
と
思
う
も
の

の
、
自
分
で
考
え
行
動
す
る
力
は
今
の
子
た
ち

に
十
分
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在

は
思
考
力
・
判
断
力
・
行
動
力
が
根
幹
の
学
習

指
導
要
領
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
は
講

義
の
よ
う
な
授
業
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
先
生

た
ち
の
指
導
の
軸
に
も
そ
れ
は
あ
り
ま
す
。
八

高
の
未
来
に
不
安
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

石
村
副
校
長
：
本
校
は
“
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
”
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。“
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
”
の
定
義
は
、「
ど
こ
で
も
活
躍
で
き
る
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
た
人
材
」。
そ
こ
が
根
幹

に
あ
り
、
職
員
は
よ
く
生
徒
た
ち
に
“
可
能
性

は
無
限
大
”
と
話
し
、
第
一
志
望
を
貫
く
指
導

を
す
る
と
い
う
の
が
職
員
の
共
通
理
解
と
し
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
ど
う
や
っ
た

ら
諦
め
な
い
か
、
前
を
向
け
る
指
導
が
で
き
る

の
か
に
徹
し
て
お
り
、
そ
う
い
う
文
化
が
こ
の

学
校
に
は
根
付
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
高
一

貫
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
授
業
以
外
の

中
進
生
と
高
進
生
の
交
流
が
極
め
て
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
互
い
を
認
め
合
い
、

刺
激
し
合
う
。
そ
の
循
環
が
で
き
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
本
校
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

司
会
：
そ
れ
で
は
最
後
に
同
窓
会
長
か
ら
一
言

お
願
い
し
ま
す
。

村
山
：
私
は
学
生
時
代
、
勉
強
と
い
う
勉
強
を

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、“
学
生
生
活
は
良
か
っ

た
”
と
思
え
る
よ
う
で
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
八
高
が
人
生
の
ベ
ー
ス
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
、
私
が
関
わ
っ
て
い
る
組

織
に
は
全
て
に
お
い
て
同
級
生
も
関
わ
っ
て
お

り
、
幸
せ
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
同
級
生
の

仲
間
と
毎
月
集
ま
り
、
毎
年
旅
行
し
、
毎
年
学

年
全
体
の
同
窓
会
を
し
て
い
る
。
学
年
の
特
別

な
広
報
誌
（
23
号
目
）
も
作
っ
て
い
る
。
同
級

生
あ
っ
て
の
自
分
の
人
生
。
八
代
高
校
に
感
謝

を
し
て
お
り
ま
す
。
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八
代
ま
ほ
ろ
ば
か
ふ
ぇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以

下
、
ま
ほ
ろ
ば
）
は
、
八
高
出
身
の
メ
ン
バ
ー

５
名
で
２
０
１
９
年
３
月
に
立
ち
上
げ
、
現
在

は
八
代
内
外
に
い
る
14
名
の
メ
ン
バ
ー
が
一
緒

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、

「
八
代
へ
の
思
い
入
れ
を
育
む
こ
と
」「
若
者
が

主
役
に
な
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
１
年
目
に
は
、
高
校
生
か
ら
大
人

ま
で
誰
で
も
フ
ラ
ッ
ト
に
対
話
を
行
い
、
世
代

を
超
え
た
繋
が
り
を
つ
く
る
『
八
代
ま
ほ
ろ
ば

会
議
』
や
、
若
者
が
自
分
の
ス
キ
ル
を
活
か
し

て
そ
の
日
一
日
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ー
ス
を

展
開
す
る
『
ま
ほ
ろ
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ト
リ
ー

ト
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
て
対
面
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
、

人
の
魅
力
を
通
し
て
八
代
の
こ
と
を
お
伝
え
す

る
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
『coco m

ahoroba

』

の
運
営
や
、
外
部
団
体
・
企
業
様
と
の
共
同
企

画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ほ
ろ
ば
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
八
高
在
学
中
、
生
徒
自
治
会
の
活
動
の

中
で
『
高
校
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルAFTER 

SCHO
O

L

』
に
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。
こ

れ
は
、“
高
校
の
垣
根
を
越
え
た
八
代
市
内
の

合
同
文
化
祭
”
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

毎
年
３
月
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け
て
他
校
の

生
徒
た
ち
と
企
画
運
営
を
行
う
と
い
う
も
の
で

す
。
在
校
生
の
皆
様
の
中
に
も
参
加
さ
れ
た
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
親
で
も
先
生
で
も
な
い

地
域
の
大
人
た
ち
や
他
校
の
高
校
生
と
関
わ

り
、
個
性
と
魅
力
溢
れ
る
人
た
ち
と
の
繋
が
り

が
で
き
た
こ
と
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
の
地
元

へ
の
思
い
入
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
経
験
か
ら
、「
大
学
進
学
や
就
職
と
い
う
進

路
の
分
岐
点
の
直
前
で
あ
る
中
学
・
高
校
時
代

に
地
域
の
人
と
ど
う
関
わ
っ
た
か
」
が
、
そ
の

人
、
そ
の
地
域
の
そ
の
後
に
大
き
な
影
響
を
与

え
得
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
日
の

「
高
校
生
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
を
地
域
と
繋

げ
た
い
」
と
い
う
思
い
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
若
者
の
人
口
流
出
と
い
っ
た
地
域
の
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
私
た
ち
の
活
動
で
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
八
代
に
由
縁
の
あ
る
方
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
や
立
場
か
ら
、
八
代
を
大
切
に

思
う
こ
と
自
体
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
も
全
国
各
地

の
方
々
が
繋
が
り
、
多
様
な
形
で
支
援
を
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
姿
が
、
そ
の
最
た
る
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
八
中
生
・
八
高
生
の
皆
様
は
、
こ
れ
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
や
目
標
に
向
け
て
様
々
な
フ
ィ
ー

ル
ド
へ
羽
ば
た
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
卒
業
生

の
皆
様
も
国
内
外
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
八
代
と
い
う
地
域
の
中

で
で
き
る
経
験
を
で
き
る
だ
け
広
く
多
く
提
供

し
た
り
、
持
っ
て
い
る
繋
が
り
を
広
げ
た
り
と

い
っ
た
こ
と
で
、
皆
様
や
地
域
の
お
手
伝
い
が

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
ま
ほ
ろ
ば
の
活
動
で
は
、
在
校
生

や
教
職
員
の
皆
様
、
卒
業
生
の
皆
様
に
た
く
さ

ん
の
ご
協
力
や
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
向
こ
う
し
ば
ら
く
続
き
そ
う
な

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
で
も
、
私
た
ち
ら
し
い
活

動
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
！

若者と地域を繋げたい
八代まほろばかふぇプロジェクト

〜これまでとこれから〜

プロジェクト内八高出身メンバー
桑原　温乃（69 回生）　中村　愛香（69 回生）
古川菜々美（69 回生）　前田　周作（69 回生）
湊　愛花音（69 回生）　西尾　桃佳（69 回生）
馬淵　寛汰（69 回生）　田添　彩莉（71 回生）

ウェブサイト『coco mahoroba』
https://coco-mahoroba.com/
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大
塔
宮 

鎌
倉
宮
：
八
代
ゆ
か
り
の

神
社
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
の
鎌
倉
宮
は
、
後
醍
醐
天

皇
の
皇
子
の
大
塔
宮
（
お
お
と
う
の
み
や
）
護
良

親
王
（
も
り
な
が
し
ん
の
う
）
を
お
ま
つ
り
し
た

神
社
で
す
。

　

八
代
宮
の
懐
良
親
王
（
か
ね
な
が
し
ん
の
う
）

は
護
良
親
王
の
弟
宮
で
あ
る
た
め
、
鎌
倉
宮
と

八
代
宮
は
兄
弟
宮
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ご
縁
で
鎌
倉
宮
に
は
八
代
の
懐
良
親
王

の
「
お
手
植
え
の
梅
」
が
移
植
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
２
０
１
８
年
2
月
25
日
㈰
に
八
代
高
校

同
窓
会
の
岡
山
前
会
長
が
中
心
と
な
り
「
高
田

ミ
カ
ン
」
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
８
月
29

日
㈯
に
見
に

行
っ
た
と
こ

ろ
、
ま
だ
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
く

は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
元
気

に
実
を
つ
け
て

い
ま
し
た
。
社

務
所
で
御
朱
印

を
い
た
だ
い
て
話
し
を
し
て
い
た
ら
、
宮
司
さ

ん
が
出
て
こ
ら
れ
た
の
で
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
宮
司
さ
ん
は
八
代
と
の
ご
縁

を
大
切
に
考
え
て
お
ら
れ
る
様
で
、
高
田
ミ
カ

ン
と
梅
の
生
育
状
況
そ
の
他
の
い
ろ
い
ろ
な
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ミ
カ
ン

の
写
真
は
、
宮
司
の
小
岩
様
よ
り
ご
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
。）

　
関
東
で
熊
本
ゆ
か
り
の
地
は
た
く
さ
ん
あ
る

よ
う
で
す
が
、
八
代
ゆ
か
り
の
地
と
な
る
と
な

か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　
古
都
鎌
倉
の
「
鎌
倉
宮
」
と
の
ご
縁
は
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
入
会
式
に
出
席
し
て

　
　
　
会
長 

勝
井
梅
子
（
高
21
回
卒
）

　

２
月
29
日
八
代
高

校
同
窓
会
入
会
式
に

出
席
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
拡
散
で
卒

業
式
が
出
来
る
か
？　

と
い
う
時
期
に
実
行

し
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
当
日
は
、バ
リ
ト
ン・テ
ノ
ー
ル
カ
ウ
ン
タ
ー

テ
ナ
ー
で
活
躍
中
の
本
岩
孝
之
（
高
34
回
卒
）

の
サ
プ
ラ
イ
ズ
参
加
で
卒
業
生
と
の
交
流
が
あ

り
皆
さ
ん
の
心
の
奥
に
素
敵
な
思
い
出
と
し
て

深
く
残
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
今
日
本
中
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

あ
の
時
多
く
の
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
い
た

卒
業
生
達
は
ど
う
し
て
る
の
か
？　
胸
が
痛
い

で
す
…
来
年
は
、
関
東
地
区
同
窓
会
が
無
事
に

開
催
さ
れ
お
会
い
で
き
る
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。倶

楽
部
活
動

　

例
年
、
ゴ
ル

フ
や
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
、
観
劇
、

鑑
賞
会
、
飲
み

会
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し

か
し
今
年
は
、

コ
ロ
ナ
自
粛
の

た
め
各
種
活
動

が
で
き
ず
、
ひ

た
す
ら
巣
ご
も

り
生
活
を
し
て

お
り
、
開
催
で

き
た
の
は
新
年

会
だ
け
で
し

た
。
新
年
会
の

時
点
で
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
心
配
は
あ
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
の
話
題
は
そ
れ

ほ
ど
出
て
お
ら
ず
、
楽
し
く
旧
交
を
温
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

総
会
・
祝
宴

　
関
東
地
区
同
窓
会
の
総
会
・
祝
宴
は
、
例
年

９
月
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、今
年
は
役
員
、

当
番
幹
事
等
で
検
討
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
東
京
で

開
催
す
る
の
は
リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
の
判

断
で
、
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。
皆
で
上
野
精

養
軒
の
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
を
食
べ
ら
れ
な
い
の
は

残
念
で
す
が
、
我
々
が
ク
ラ
ス
タ
ー
に
な
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
我
慢
で
す
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
以

上
は
、
特
効
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
、
治
療
法

の
確
立
な
ど
が
出
来
る
ま
で
は
、
集
会
等
は
控

え
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
機
に
事
態
が
好
転
す
る
こ
と
を
期
待
し
、

来
年
の
総
会
・
祝
宴
、
各
種
活
動
の
準
備
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

通
信
・
連
絡

　
関
東
地
区
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
八
高

関
東
ど
っ
と
混
む
」
は
、
各
種
ご
案
内
・
報
告

事
項
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。「http://

w
w

w
.85kantou.com

」
に
ア
ク
セ
ス
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
活
動
の
お
知
ら
せ
や
結
果
の
写
真
な
ど

はfacebook

「https://w
w

w
.facebook.

com
/85kantou/

」
に
随
時
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

　
関
東
地
区
の
総
会
・
祝
宴
や
倶
楽
部
活
動
は

関
東
地
区
以
外
の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
情
報
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やfacebook

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
担
当 

立
居
場
誠
治
（
高
29
回
卒
）

地
区
か
ら
の
「
お
便
り
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

関東地区での住所変更は、ホームページ「http://www.85kantou.com」をご利用ください。

　
私
た
ち
関
東
地
区
同
窓
会
は
、
関
東
一
都

六
県
と
そ
の
近
県
の
卒
業
生
、
旧
職
員
等
を

会
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
お
よ
そ
２
千
４
百
名
で
、
学
年
幹

事
会
を
開
催
し
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　
活
動
は
「
総
会
・
祝
宴
」「
倶
楽
部
活
動
」

等
を
行
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

facebook

等
を
使
い
分
け
て
情
報
交
換

し
、
交
流
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

 
関
東
地
区
同
窓
会
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事
務
局
便
り

　
令
和
２
年
度
の
総
会
＆
懇
親
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
影
響
で
開

催
が
中
止
さ
れ
、
会
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
令
和
３
年
６
月
５
日
㈯
に
、
大
阪
市

此
花
区
の
ホ
テ
ル
京
阪
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
タ
ワ
ー

に
お
い
て
開
催
を
予
定
。
会
員
皆
様
の
ご
出
席

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
長 

新
村　
守
（
高
49
回
卒
）　

☎
０
９
０
ー
７
８
７
８
ー
３
２
０
２

八
高
関
西
同
窓
会
は
35
歳
に
な
り
ま
し
た
！

二
代
目
会
長 

宮
崎
正
郎
（
高
14
回
卒
）

　
八
高
関
西
同
窓
会
は
、
関
西
の
地
に
於
い
て

も
城
南
の
雄
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
同
窓

会
結
成
年
度
は
八
代
東
や
八
代
工
（
両
高
共
に

甲
子
園
出
場
時
に
結
成
）
に
後
塵
を
被
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
熊
本
市
内
の
高
校
に
対
抗
で
き

る
唯
一
の
組
織
に
飛
躍
し
、
城
南
地
区
の
各
高

校
が
八
高
の
傘
下
に
集
っ
て
い
ま
す
。

　
結
成
は
昭
和
60
年
10
月
。
初
代
会
長
故
黒
田

敏
明
氏
（
３
回
生
）
の
も
と
で
発
足
。
下
級
生

が
上
級
生
を
慕
い
尊
敬
す
る
１
本
の
大
き
な
絆

と
、
他
校
は

「
○
○
高
関

西
地
区
同
窓

会
」
と
呼
称

す
る
事
が
多

い
な
か
、
あ

く
ま
で
「
は

ち
こ
う
」
に

こ
だ
わ
り
と

愛
着
を
感
じ

る
「
八
高
関

西
同
窓
会
」

と
の
名
称
が

誇
り
。

　
総
会
＆
懇

親
会
に
は
、

伝
統
校
と
し

て
の
講
演
会

を
入
れ
る
。
元
防
衛
省
統
合
幕
僚
長
の
折
木
良

一
氏
（
20
回
生
）
や
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
の
平
井

信
行
氏
（
38
回
生
）。
故
坂
田
道
太
大
先
輩
の

伝
記
の
著
者
国
際
政
治
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
エ
ル

ド
リ
ッ
ジ
博
士
の
登
壇
等
、
友
好
団
体
や
城
南

会
か
ら
の
ゲ
ス
ト
出
席
者
に
羨
望
さ
れ
る
講
演

内
容
。
ゲ
ス
ト
の
手
土
産
に
は
東
陽
町
の
生
姜

の
味
噌
漬
け
と
日
奈
久
片
山
の
竹
輪
の
セ
ッ

ト
。
講
演
会
、
手
土
産
と
も
に
大
好
評
。

　
35
年
の
歴
史
の
中
で
産
ま
れ
た
「
城
南
会
」。

熊
本
市
内
の
高
校
同
窓
会
に
比
べ
て
、八
代
東
、

八
代
工
、
秀
岳
館
も
個
々
で
は
小
さ
い
組
織
。

そ
こ
で
八
高
が
中
心
に
な
り
、
宇
土
高
校
以
南

の
高
校
と
の
交
流
会
（
春
、
秋
の
年
２
回
、
懇

親
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
）
を
開

催
。
そ
こ
で
八
高
関
西
同
窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

伝
授
。
組
織
拡
大
に
努
め
て
い
る
。

　
私
事
で
す
が
、
こ
の
度
３
期
６
年
の
関
西
熊

本
県
人
会
連
絡
協
議
会
の
会
長
職
を
任
期
満
了

で
無
事
に
終
え
、
新
た
に
相
談
役
に
就
任
し
ま

し
た
。
組
織
内
で
は
若
い
後
輩
達
も
順
調
に
育

ち
ま
し
た
。令
和
２
年
度
の
総
会
＆
懇
親
会
は
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防
止
で
開
催
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
令
和
３
年
度
に
は
三
代
目
新
会
長

が
誕
生
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
！　
八
高
関
西

同
窓
会
は
こ
れ
か
ら
も
躍
進
を
続
け
ま
す
。
ご

期
待
下
さ
い
。

大
和
路
ハ
イ
ク
で
季
節
の
移
ろ
い
を
…

西
村　
孝
（
高
17
回
卒
）

　
大
和
路
ハ
イ
ク
は
、
春
は
桜
の
季
節
に
、
秋

は
紅
葉
の
季
節
に
と
、
大
和
路
が
そ
の
姿
を
一

番
美
し
く
見
せ
る
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
春
の
第
26
回
例
会
は
、
女
人
高
野
の
室

生
寺
と
大
野
寺
の
観
桜
に
訪
ね
ま
し
た
。

　
会
員
は
、
池
田
先
輩
や
北
九
州
市
に
在
住
の

橋
田
先
輩
達
の
３
回
生
を
最
年
長
に
、
東
海
の

10
回
生
滝
先
輩
、
16
回
生
の
清
原
先
輩
な
ど
の

遠
来
組
と
、
城
南
会
か
ら
の
参
加
者
で
約
30
名

で
す
。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
の
冠
に
は
「
大
和
路
」
と
名
付

け
ら
れ
、
訪
ね
る
先
は
「
奈
良
県
」
に
限
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
一
度
だ
け
県
外
に

出
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
尾
の
里
（
浄
瑠
璃

寺⇒

岩
船
寺
）
は
地
図
上
京
都
府
で
す
が
、
出

発
地
が
近
鉄
奈
良
駅
で
し
た
か
ら
例
会
の
コ
ー

ス
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
和
路
は
、

何
処
を
訪
ね
て

も
古
代
の
歴
史

と
ロ
マ
ン
に
溢

れ
た
地
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
訪

ね
た
万
葉
の
里

明
日
香
村
。
い

に
し
え
の
古
道

山
の
辺
の
道
。

花
の
斑
鳩
の

里
、
長
谷
寺
、

般
若
寺
、
阿
部

文
珠
院
、
大
和
郡
山
城
。
西
の
京
の
薬
師
寺
と

唐
招
提
寺
。こ
れ
か
ら
訪
ね
る
先
も
無
限
で
す
。

春
、
秋
の
季
節
に
は
、
古
代
の
風
に
触
れ
に
大

和
路
ハ
イ
ク
に
ご
参
加
下
さ
い
。
奈
良
の
地
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ニ
ア
ピ
ン
賞
ね
ら
い
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
！

押
方
克
郎
（
高
11
回
卒
）

　
第
53
回
城
南
会
コ
ン
ペ
は
、
令
和
２
年
４
月

９
日
に
神
戸
市
北
区
の
ダ
ン
ロ
ッ
プ
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ペ
に
参
加
し
た
当
初
は
、
11
回
生

も
高
光
、青
木
、

久
保
田
、
押
方

と
メ
ン
バ
ー
が

４
人
も
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後

高
光
君
が
亡
く

な
り
、
青
木
君

が
体
調
不
良

で
、
現
在
は
久

保
田
君
と
二
人

だ
け
の
参
加
に

な
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
ペ
の
例

会
は
、
春
と
秋
の
年
２
回
開
催
さ
れ
ま
す
。
４

月
は
１
日
、10
月
は
宿
泊
付
き
で
２
日
間
で
す
。

参
加
者
は
八
代
東
、
八
代
工
、
秀
岳
館
、
人
吉

高
か
ら
も
ゴ
ル
フ
愛
好
者
が
エ
ン
ト
リ
ー
を
さ

れ
、
各
校
の
対
抗
戦
も
意
識
さ
れ
て
毎
回
熱
戦

で
す
。
私
は
上
位
入
賞
よ
り
も
、
毎
回
ニ
ア
ピ

ン
賞
ね
ら
い
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
ゴ
ル
フ
は
、
自
分
の
リ
ズ
ム
で
全
身
を
使
い

ま
す
か
ら
、
足
腰
共
に
丈
夫
で
、
高
齢
者
と
し

て
の
ハ
ン
デ
ィ
を
受
け
ず
に
、
傘
寿
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
コ
ン
ペ
に

参
加
し
て
、
同
窓
生
や
城
南
会
の
皆
様
と
交
流

を
続
け
な
が
ら
、
余
生
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 
関
西
同
窓
会

令和２年度役員新年会（店名：八幸・はちこう）

晩秋の明日香村

第53回例会　ダンロップゴルフコース
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東
海
同
窓
会

楽
し
か
っ
た
世
界
遺
産
「
五
箇
山
」
へ
の

日
帰
り
交
流
会

広
報
担
当 

村
田　
護

　
東
海
同
窓
会
は
設
立
６
周
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
４
月
に
予

定
し
て
い
た
総
会
・
懇
親
会
も
中
止
と
な
り
、

例
年
秋
に
行
う
日
帰
り
交
流
会
も
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昨
年
12
月
に
開
催
し
た

「
日
帰
り
交
流
会
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
も
終
盤
の

12
月
８
日
㈰
、
恒
例
の

八
代
高
校
東
海
同
窓

会
・
日
帰
り
交
流
会
が
、

合
掌
造
り
で
知
ら
れ
る

世
界
遺
産「
五
箇
山（
ご

か
や
ま
）」
を
訪
ね
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
25

名
の
参
加
者
を
乗
せ
た

バ
ス
は
、
好
天
に
恵
ま

れ
８
時
過
ぎ
名
古
屋
駅
を
出
発
。
遠
く
に
冠
雪

し
た
「
御
嶽
山
」「
乗
鞍
岳
」「
大
日
ヶ
岳
」
を

見
な
が
ら
、
一
路
五
箇
山
合
掌
の
里
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
、
後
部
座
席
サ
ロ
ン
は
ア
ル
コ
ー
ル
で

盛
り
上
が
る
な
か
、
雪
景
色
の
五
箇
山
合
掌
の

里
へ
到
着
し
ま
し
た
。

　
五
箇
山
は
富
山
県
の
南
西
端
、
岐
阜
県
境
に

位
置
し
、
１
９
９
５
年
に
岐
阜
県
の
白
川
郷
と

一
緒
に
合
掌
造
り
の
集
落
が
「
世
界
遺
産
」
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
二
つ
の
集
落
（
相
倉
と
菅

沼
）
が
あ
り
、
私
た
ち
が
訪
れ
た
の
は
菅
沼
で

す
。
集
落
の
主
だ
っ
た
箇
所
を
散
策
し
、
山
下

家
で
岩
魚
の
塩
焼
き
な
ど
の
食
事
。
塩
硝
（
煙

硝
）
を
い
ろ
り
に
く
べ
る
実
演
や
、
当
主
が
民

俗
楽
器
「
さ
さ
ら
」
を
持
っ
て
民
謡
「
こ
き
り

こ
節
」
を
踊
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
塩
硝
は
加
賀

前
田
藩
の
財
源
で
し
た
。
ま
た
こ
こ
は
加
賀
藩

の
流
刑
地
。
復
元
さ
れ
た
流
刑
小
屋
な
ど
も
見

学
し
、
お
土
産
を
買
い
こ
ん
で
帰
路
に
。
帰
り

の
バ
ス
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
な
る
な
か
、
18
時

頃
無
事
に
名
古
屋
駅
に
帰
り
着
き
ま
し
た
。

岡
山
同
窓
会

岡
山
（
同
窓
会
）
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

江
島
敏
子
（
高
18
回
卒
）

　
岡
山
で
は
、
昨
年
ま
で
は
ほ
ぼ
毎
年
、
6
月

初
頭
の
週
末
に
「
岡
山
同
窓
会
」
を
開
催
、
県

内
の
八
代
高
校
卒
業
生
の
み
な
ら
ず
、
本
部
か

ら
の
同
窓
会
会
長
や
校
長
先
生
、
隣
接
県
同
窓

生
の
方
々
に
も
お
越
し
頂
き
、
賑
や
か
に
旧
交

を
温
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
「
岡
山
同
窓
会
」
も
、
流
石
に
今
年

の
決
行
は
厳
し
く
、来
年
の
再
会
を
楽
し
み
に
、

コ
ロ
ナ
と
猛
暑
に
耐
え
る
毎
日
で
す
。

　

そ
ん
な
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

岡
山
で
の
昨
今
を
お
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

岡
山
県
の
観
光

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
９

　

４
回
目
の
開
催
年
だ
っ
た
昨
年
は
、
世
界
中

か
ら
、
実
に
大
勢
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
が

岡
山
県
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
の
香
川
県
直
島
や
豊
島
・
小
豆

島
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
な
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
や
貨
客
船
を
有
す
る
県
南
端
の
港
湾
都
市

「
玉
野
市
」
の
宇
野
港
に
は
、
そ
れ
ら
瀬
戸
内

の
島
々
の
会
場
に
向
か
う
大
勢
の
観
光
客
で
、

賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
（
芸
術
祭
全
会
場
来
場

者
数
：
１
１
８
万
人
）。

　
そ
ん
な
昨
年
は
、
玉
野
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
会
「
つ
つ
じ
の
会
」
メ
ン
バ
ー
の

私
に
と
っ
て
、
海
外
か
ら
の
観
光
雑
誌
記
者
へ

の
応
対
や
、
宇
野
駅
や
宇
野
港
で
の
大
勢
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
対
応
に
、
忙
し
く
も
学

ぶ
こ
と
の
多
い
、
忘
れ
ら
れ
な
い
年
と
な
り
ま

し
た
。

参
照
：https://w

w
w

.youtube.com
/

w
atch?v=hM

iSM
Q

zU
K7s

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
９
（SETO

U
CHI 

TRIEN
N

ALE

） 

in 

宇
野
港
周
辺
【
総
集
編
】

https://w
w

w
.city.tam

ano.lg.jp/

（
玉

野
市
Ｈ
Ｐ
）

●
ク
ル
ー
ズ
船
入
港
お
も
て
な
し
＠
宇
野
港

　
又
、
同
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
は
、
ほ
ぼ
隔
月

宇
野
港
に
入
港
す

る
国
際
観
光
ク

ル
ー
ズ
船
の
乗
客

を
、
音
楽
や
日
本
の

伝
統
ク
ラ
フ
ト
で

歓
迎
す
る
「
お
も
て

な
し
活
動
」
に
も
努

め
て
参
り
ま
し
た
。

　

入
港
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
、
演
奏
で
は
、

「G
rove U

nity Jazz O
rchestra

（
ア
マ

チ
ュ
ア
ビ
ッ
グ
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
）
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
又
ユ
ニ
ッ
ト
「
八
高
s
＊
注
」」
と
し
て
、

海
外
か
ら
の
お
客
様
に
、
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
や
日

本
の
楽
曲
ま
で
楽
し
ん
で
頂
く
べ
く
、
励
ん
で

参
り
ま
し
た
。

参
照
：https://w

w
w

.facebook.com
/

tam
ano.kanko/

（
玉
野
市
観
光
協
会face 

book

よ
り
）

h
ttp

s://w
w

w
.fa

ce
b

o
o

k.co
m

/
tam

ano.kanko/photos/a.98371050
809/1246260462192482/?type=

3
&theater

合掌造りの前で

ささらを持って
「こきりこ節」を舞う当主
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＊
注
：
「
八
高
ｓ
」

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
奏
者
の
澤
江
隆
一
さ
ん

（
22
回
生
：
今
年
春
ま
で
岡
山
理
科
大
学
数
学

教
授
）
と
の
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
。

　

６
年
前
の
岡
山
同
窓
会
で
の
初
対
面
で
、
お

互
い
楽
器
演
奏
が
趣
味
と
知
り
、
岡
山
理
科
大

学
の
学
園
祭
に
出
演
、
海
外
で
開
催
の
数
学
学

会
に
ま
で
同
行
し
、
そ
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場

で
の
演
奏
や
訪
問
先
観
光
地
で
の
ス
ト
リ
ー
ト

ラ
イ
ブ
ま
で
体
験
。

　
こ
の
春
か
ら
画
策
の「
勝
手
に
全
国
ツ
ア
ー
」

は
延
期
に
。
最
近
再
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
近
隣
地

区
で
の
小
規
模
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

　
吉
田
高
範
氏
（
18
回
生
、
Ｓ
．41
年
卒
）
の

逝
去

　

１
９
７
８
年
発
行
の
同
窓
会
名
簿
を
下
に
、

岡
山
在
住
卒
業
生
の
一
人
一
人
に
連
絡
を
入

れ
、
翌
年
に
は
「
岡
山
同
窓
会
」
を
立
上
げ
、

常
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
メ
ン
バ
ー
を
導
き
、
そ

の
企
画
／
運
営
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
氏
が
、
昨

年
の
同
窓
会
開
催
前
日
の
６
月
１
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

　
岡
山
同
窓
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
と
て
、
一

周
忌
に
伺
う
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
の
状
況
下

に
あ
り
ま
す
が
、
氏
の
ご
尽
力
を
無
に
す
る
こ

と
な
く
、
終
息
後
の
元
気
な
再
開
と
楽
し
い
再

会
を
目
指
し
て
、
久
保
田
壽
一
新
会
長
を
始
め

会
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
、
し
っ
か
り

と
歩
み
を
進
め
て
参
る
所
存
で
す
。

　
個
人
と
し
て
も
、
八
代
よ
り
お
越
し
の
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
又
、
次
回
の
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
２
０
２
２
へ
の
参
画
も
叶
う
よ

う
、
健
康
と
環
境
の
維
持
と
継
続
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

広
島
県
同
窓
会村

田
栄
治
（
高
28
回
卒
）

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
本
部
同
窓
会
を
始
め
、
全
国
の
同
窓
会
が

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
県
同
窓

会
も
、
残
念
な
が
ら
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
去
る
７
月
４
日
に
発
生
し
た
豪
雨

災
害
は
、
故
郷
熊
本
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意

を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
さ
て
、
私
事
で
す
が
、
今
年
７
月
か
ら
人
吉

市
で
生
活
を
し
て
お
り
ま
す
。
引
っ
越
し
て
一

週
間
ほ
ど
経
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
豪
雨
災
害

に
遭
遇
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、今
回
は
こ
の
コ
ー

ナ
ー
の
趣
旨
か
ら
は
外
れ
ま
す
が
、
被
災
地
の

状
況
を
少
し
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
７
月
３
日
の
夜
半
か
ら
強
さ
を
増
し
た
雨
の

音
と
ス
マ
ホ
に
入
っ
て
く
る
緊
急
速
報
な
ど
の

情
報
で
、
ほ
と
ん
ど
眠
れ
な
い
一
夜
を
過
ご
し

た
私
は
、
４
日
早
朝
に
は
職
場
の
あ
る
多
良
木

町
へ
向
か
い
ま
し
た
。し
か
し
電
話
も
通
じ
ず
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
使
え
な
い
状
況
で
、
テ
レ

ビ
で
初
め
て
人
吉
市
や
球
磨
村
、
芦
北
町
そ
し

て
坂
本
町
の
情
報
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　
　

　
夕
方
、
人
吉
市
に
戻
り
ま
し
た
が
、
携
帯
電

話
が
繋
が
ら
ず
、
外
部
と
は
全
く
連
絡
が
取
れ

な
い
日
が
約
一
週
間
続
き
ま
し
た
。

　
人
吉
市
街
地
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
７
月
８
日
の
夕
方
で
し
た
。

　
川
の
水
が
引
い
た
直
後
の
街
の
様
子
は
、
津

波
被
害
を
受
け
た
後
の
よ
う
な
、
目
を
覆
い
た

く
な
る
よ
う
な
惨
状
で
し
た
。
つ
い
数
日
前
に

は
川
沿
い
の
道
を
散
歩
し
な
が
ら
、
の
ど
か
な

街
並
み
や
挨
拶
を
し
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
い
く

中
学
生
の
姿
を
眺
め
て
い
た
こ
と
が
、
ま
る
で

夢
だ
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
、
変
わ
り

果
て
た
姿
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
清
流
球

磨
川
は
、
川
沿
い
の
住
宅
や
田
畑
を
遍
く
押
し

流
す
暴
れ
川
に
豹
変
し
、
多
く
の
方
々
の
命
も

飲
み
込
み
ま
し
た
。
球
磨
川
の
清
流
は
、
そ
の

後
一
か
月
は
戻
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
は
、
街
の
中
心
部
か
ら
が
れ
き
は
取
り

除
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
日
常
を

取
り
戻
す
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
人

吉
市
は
観
光
経
済
の
街
で
も
あ
り
ま
す
。
川
沿

い
の
老
舗
旅
館
は
大
き
な
被
害
を
受
け
、
完
全

復
旧
は
来
秋
で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
聞
き
ま

す
。
球
磨
川
下
り
の
発
船
場
も
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
肥
薩
線
は
八
代
～
吉
松
間
で
運

休
が
続
き
、
球
磨
川
を
渡
る
鉄
橋
に
は
、
現
在

も
が
れ
き
が
引
っ
掛
か
っ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
く
ま
川
鉄
道
で
は
、
鉄
橋
が
流
出
し
、
線
路

も
洗
堀
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

生
活
の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
に

は
、
さ
ら
に
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
今
回
の
災
害
は
、
私
の
生
ま
れ
故

郷
で
あ
る
八
代
市
坂
本
町
も
襲
い
ま
し
た
。
国

球磨川と胸川の合流地点の様子。
右側が人吉城址。奥のビルが球磨川右岸の旅館。
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道
２
１
９
号
は
至
る
所
で
寸
断
さ
れ
、
橋
も
流

さ
れ
、
中
学
・
高
校
の
同
級
生
の
家
屋
も
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。実
家
へ
帰
れ
た
の
は
、

高
速
道
路
の
坂
本
パ
ー
キ
ン
グ
か
ら
の
出
入
り

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
Ｊ
Ｒ

肥
薩
線
坂
本
駅
や
坂
本
支
所（
旧
坂
本
村
役
場
）

も
浸
水
し
、
国
道
２
１
９
号
と
支
所
を
結
ぶ
坂

本
橋
も
流
出
し
ま
し
た
。
球
磨
川
沿
い
の
病
院

も
商
店
も
悉
く
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
県
内
か
ら
多
く
の
方
々
が
、
猛

暑
の
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
被
災
地
に
入

り
、
復
旧
の
力
と
し
て
大
活
躍
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
現
在
、
地
元
で
は
、
川
辺
川
ダ
ム
建
設
の
議

論
が
再
び
始
ま
っ
て
い
ま
す
。ダ
ム
を
建
設
し
、

鉄
道
や
国
道
を
現
在
地
で
復
旧
さ
せ
る
の
か
、

ダ
ム
に
頼
ら
な
い
治
水
を
継
続
し
、
鉄
道
や
国

道
は
嵩
上
げ
或
い
は
付
け
替
え
で
復
旧
さ
せ
る

の
か
な
ど
、
い
く
つ
か
の
選
択
肢
が
考
え
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
恐
ら
く
、

復
旧
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
頃
、
再
び
被
災
地
に
笑
顔
と
活
気
が
戻

る
こ
と
を
祈
っ
て
、
少
し
で
も
地
元
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆

様
の
ご
支
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。大

分
同
窓
会

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ 

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
で

オ
ス
ロ
旅
行
に
参
加

田
河
清
一
（
高
13
回
卒
）

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
に
て
、
２
０
１
７
年

12
月
10
日
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
イ
ベ
ン
ト
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。女
房
は
長
崎
被
爆
者
で
、

そ
の
団
体
の
中
で
世
界
平
和
創
世
の
た
め
、
核

廃
絶
運
動
に
挺
身
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果

が
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
平
和
賞
受
賞
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
実
を

結
ん
だ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
活
動
は
、
主
に
日
本
の
被

爆
者
の
方
達
が
世
界
中
へ
核
廃
絶
の
た
め
に
、

証
言
旅
を
行
い
、
非
常
に
重
大
で
困
難
な
活
躍

を
さ
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
会
長
は
外
国
の
人
で
す
け
ど
も

副
会
長
で
事
務
局
長
で
あ
る
日
本
の
川
崎
さ
ん

と
い
う
方
が
大
変
な
努
力
を
さ
れ
て
来
ま
し

た
。
長
崎
、
広
島
の
被
爆
者
団
体
の
方
々
の
努

力
は
苦
難
の
道
で
も
あ
り
尊
い
活
動
の
連
続
で

あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
女
房
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
式
へ
行
く
こ

と
に
な
り
、
私
も
同
伴
で
き
た
の
で
す
。

　
一
連
の
オ
ス
ロ
で
の
受
賞
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

と
な
り
ま
し
た
。
思
い
が
け
な
い
一
生
に
一
度

の
体
験
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
12
月
７
日
に
日
本
を
発
っ
て
13

日
に
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
種
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

①
オ
ス
ロ
市
内
に
あ
る
ノ
ー
ベ
ル
平
和
セ
ン

タ
ー
内
で
の

ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
受
賞
者

の
展
示
見

学
、
世
界
中

に
あ
る
、
核

弾
頭
の
設
置

施
設
の
写
真

展
示
見
学
。

②
授
賞
式
本
番

の
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
の
式

典
を
リ
ア
ル

で
見
ら
れ
る

ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
ホ
ー
ル
に
参
加
。

③
授
賞
式
の
夕
刻
か
ら
は
オ
ス
ロ
市
内
を
平
和

行
進
し
て
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
会
場
へ
向
か
い
ま

し
た
。

　
そ
の
他
様
々
な
催
し
に
参
加
い
た
し
ま
し
た

が
全
部
は
書
き
き
れ
ま
せ
ん
。

④
オ
ス
ロ
大
学
で
の
「
原
爆
の
樹
の
種
」
贈
呈

式
。広
島
市
長
、

長
崎
市
長
か
ら

オ
ス
ロ
大
学
学

長
へ
。

⑤
コ
ン
サ
ー
ト
大

ホ
ー
ル
で
の
世

界
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
に
よ
る

祝
賀
音
楽
祭
。

⑥
ム
ン
ク
美
術
館

見
学
。「
ム
ン

ク
の
叫
び
」
を

生
で
鑑
賞
し
ま

し
た
。

⑦
世
界
核
廃
絶
セ

ン
タ
ー
で
の
講

演
参
加
、
講
義

を
受
け
ま
し
た
。

⑧
オ
ス
ロ
市
庁
舎
訪
問
。

⑨
女
房
が
現
地
テ
レ
ビ
の
取
材
で
長
崎
原
爆
の

体
験
が
一
日
中
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
簡
単
に
書
い
て
き
ま
し
た
。
私
が
感
じ

た
こ
と
。「
長
崎
に
縁
あ
っ
て
、
女
房
が
長
崎

で
被
爆
し
た
こ
と
。
今
回
の
貴
重
な
体
験
を
積

ん
だ
こ
と
が
不
思
議
な
時
間
と
場
所
を
越
え

て
、
線
で
繋
が
っ
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
た

の
で
す
。

　
そ
れ
は
、
長
崎
原
爆
の
日
に
八
代
郡
鏡
町
の

郷
里
か
ら
、
八
代
海
の
遥
か
向
こ
う
の
島
原
普

賢
岳
の
上
に
キ
ノ
コ
雲
を
見
た
か
ら
で
す
。」

　
戦
争
も
平
和
も
人
間
の
心
の
中
に
生
じ
て
来

る
も
の
で
あ
る
と
、改
め
て
感
じ
た
こ
と
で
す
。

小
さ
な
旅

松
本
宏
次
（
高
15
回
卒
）

　
八
代
を
離
れ
て
、
も
う
50
年
超
え
る
。
ふ
っ

と
思
い
立
ち
八
代
旅
行
（
？
）

　
中
学
生
の
頃
家
族
で
行
っ
た
昔
の
記
憶
を
た

ど
り
宿
泊
し
た
、旅
館
を
グ
ー
グ
ル
で
さ
が
す
。

　
球
磨
川
沿
い
。
開
業
し
た
ば
か
り
の
温
泉
旅

館
。	

　
あ
っ
た
。
鶴
之
湯
旅
館
。

　
八
代
駅
か
ら
、
肥
薩
線
の
鈍
行
に
乗
る
、
球

磨
川
の
沿
線
の
景
色
、
頭
の
中
を
時
間
が
め
ぐ

る
。
葉
木
駅
か
ら
、
球
磨
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音

を
聞
き
な
が
ら
歩
く
こ
と
12
、
３
分
。
目
の
前

に
、
木
造
建
築
の
大
き
な
3
階
建
。

　

昔
、
か
に
族
、
こ
ん
な
風
情
の
あ
る
旅
館
、

わ
く
わ
く
す
る
。

　
今
日
は
、
お
客
は
３
階
の
球
磨
川
沿
い
の
部

屋
に
一
人
、
私
だ
け
。

　
廊
下
か
ら
見
下
ろ
す
川
に
は
、い
つ
も
夕
方
、

山
セ
ミ
が
、
飛
ん
で
く
る
と
言
う
。
じ
ー
っ
と

目
を
こ
ら
し
耳
を
澄
ま
し
鳴
き
声
を
楽
し
み
に

待
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
お
休
み
。
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旅
館
の
下
の

淵
は
温
泉
が
湧

き
出
て
い
る
の

で
、
餌
を
求
め

て
、
ヤ
マ
セ
ミ

が
飛
び
回
り
、

時
に
は
勢
い

で
、
窓
に
ぶ
つ

か
り
、
ガ
ラ
ス

が
割
ら
れ
る
と

言
っ
て
い
ま
し

た
。

　
温
泉
に
入
り

食
事
は
、
見
事
な
尺
鮎
。
ほ
ぼ
40
分
か
け
て
焼

あ
げ
ら
れ
た
逸
品
、
あ
と
目
の
前
の
球
磨
川
で

と
れ
る
山
太
郎
ガ
ニ
、地
元
の
野
菜
等
そ
し
て
、

球
磨
焼
酎
で
、
優
し
い
食
事
が
い
た
だ
け
ま
し

た
。

　
夜
は
旅
館

の
横
を
汽
車

が
通
過
す

る
。

　
日
常
と
違

う
別
の
世
界

が
あ
り
ま
し

た
。
旅
が
好

き
な
人
に
は

お
す
す
め
。

小
さ
な
旅
で

し
た
が
、
走

馬
灯
の
よ
う

に
、
10
代
か

ら
現
在
ま
で
の
時
間
空
間
を
楽
し
め
ま
し
た
。

　
こ
の
、
私
の
小
さ
な
八
代
の
旅
は
こ
れ
で
終

わ
り
と
思
っ
て
い
た
ら
、
先
日
の
2
月
11
日
の

八
高
大
分
同
窓
会
の
席
で
、
ナ
ン
ト
こ
の
旅
館

の
経
営
者
は
八
高
19
回
生
と
村
山
忍
同
窓
会
会

長
か
ら
、
お
話
を
聞
き
で
ビ
ッ
ク
リ
。
八
高
卒

の
大
き
な
広
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　
も
っ
と
も
、
こ
れ
を
知
っ
た
の
は
、
同
窓
会

に
出
た
こ
と
で
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
同
窓

会
に
感
謝
。
ま
た
、
い
け
る
か
ど
う
か
分
か
ら

な
い
が
、
今
年
も
坂
本
の
「
ぼ
た
餅
祭
り
」
に

お
い
で
と
誘
わ
れ
て
い
る
の
で
、
行
っ
て
み
た

い
と
も
思
う
。　
　

　
こ
の
「
ぼ
た
も
ち
」
は
地
区
の
人
た
ち
が
作

る
逸
品
で
す
。

　
毎
年
11
月
第
２
日
曜
日　
今
年
は
11
月
８
日

予
定
で
し
た
が
、
今
回
の
球
磨
川
の
氾
濫
で
坂

本
町
も
壊
滅
的
被
害
を
受
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、
こ
の
「
ぼ
た
も
ち
」
が
食
べ
ら
れ
る
、
坂

本
ふ
る
さ
と
祭
り
は
中
止
で
す
が
、
ぜ
ひ
坂
本

の
復
活
時
に
は
、「
ぼ
た
も
ち
」
を
食
べ
に
「
坂

本
ふ
る
さ
と
祭
り
」
に
出
か
け
て
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
又
、
3
階
建
て
木
造
温
泉
旅
館
「
鶴
之
湯
旅

館
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
と
支

持
者
皆
さ
ん
の
協
力
に
囲
ま
れ
て
、そ
の
ま
ま
、

あ
り
ま
し
た
。
線
路
脇
の
旅
館
で
そ
の
横
が
ト

ン
ネ
ル
、
鉄
道
写
真
が
好
き
な
人
に
は
、
貴
重

な
旅
館
で
す
。
多
分
、
今
度
い
く
と
き
に
は
露

天
風
呂
が
出
来
て
い
る
、
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
旅
館
の
若
き
経
営
者
も
、
坂
本
ふ
る
さ
と

祭
り
に
は
、
な
に
か
出
店
す
る
と
言
っ
て
ま
し

た
。長

崎
地
区
同
窓
会

一
歩
前
進
・
・
第
４
回
同
窓
会
に
新
風
！

德
永
哲
郎
（
高
27
回
卒
）

　
「
リ
ー
ン
・
リ
ー
ン
」
１
月
中
旬
、
自
宅
に

一
本
の
電
話
が
あ
っ
た
。「
初
め
ま
し
て
、
Ｎ

と
申
し
ま
す
。
八
高
出
身
で
長
崎
大
学
の
４
年

生
で
す
。
長
崎
地
区
同
窓
会
が
２
月
１
日
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
卒
業
記
念
に
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
と
思
い
、
電
話
し
ま
し
た
。
参
加
で

き
ま
す
か
？
」
と
の
こ
と
。
う
れ
し
い
便
り
で

あ
る
。
二
つ

返
事
で
承
諾

し
、
参
加
し

て
い
た
だ
い

た
。
年
配
者

（
失
礼
！
）

が
多
い
中

に
、
新
風
を

吹
か
せ
て
く

れ
た
Ｎ
君

に
、
今
更
な

が
ら
感
謝
で

あ
る
。
コ
ロ

ナ
蔓
延
が
続

く
東
京
に
就

職
と
い
う
こ

と
、
元
気
で
い
る
だ
ろ
う
か
？

　

Ｎ
君
の
飛
び
入
り
参
加
で
盛
り
上
が
っ
た
第

４
回
同
窓
会
。
コ
ロ
ナ
の
兆
し
も
な
ん
の
そ

の
！　
常
連
組
そ
ろ
っ
て
参
加
の
も
と
、
予
定

通
り
に
２
月
１
日
に
開
催
で
き
た
。
今
回
は
、

「
写
真
で
見
る
八
代
市
ク
イ
ズ
」
を
実
施
。
写

真
を
通
し
て
、郷
里
八
代
の
様
子
を
垣
間
見
た
。

そ
の
中
か
ら
一
例
を
紹
介
し
た
い
。

○
食
べ
物
の
問
題
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
八
代
が
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
売
り
出
し

て
い
る
も
の
に
「
は
ち
べ
え
ト
マ
ト
」
が
あ
り

ま
す
が
、
新
八
代
駅
に
は
Ｊ
Ｒ
九
州
で
３
年
連

続
人
気
№
１
に
な
っ
て
い
る
有
名
な
駅
弁
が
あ

り
ま
す
。
さ
て
、
そ
の
駅
弁
の
名
前
は
な
に
？

○
名
勝
地
（
観
光
地
）
の
問
題
で
す
。

　

球
磨
川
河
口
の

堤
防
か
ら
50
ｍ
ほ

ど
離
れ
た
所
に
あ

る
小
さ
な
島
で
す
。

万
葉
集
や
枕
草
子

の
題
材
に
も
な
っ

た
学
術
的
価
値
と

独
特
の
自
然
現
象

で
あ
る
不
知
火
の

観
賞
価
値
が
評
価

さ
れ
、
平
成
20
年

に
国
指
定
名
勝
と
な
り
ま
し
た
。
自
然
の
神
秘

が
味
わ
え
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
こ
こ
は
ど
こ
？

　
さ
て
、
第
５
回
同
窓
会
は
、
２
月
６
日
㈯
に

予
定
し
て
は
い
る
が
、
開
催
に
悩
む
昨
今
で
あ

る
。
最
終
的
に
は
、
12
月
初
旬
に
決
定
し
、
会

員
の
皆
様
に
連
絡
し
た
い
。
会
員
の
皆
様
、
く

れ
ぐ
れ
も
御
自
愛
の
ほ
ど
を
！
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西
村
謙
一

　

私
は
第
3
回
八
代
高
校
の
卒
業
生
で
、「
か

ら
い
も
会
」
の
会
員
で
あ
る
。「
か
ら
い
も
会
」

に
つ
い
て
は
、
級
友
野
々
口
哲
朗
君
が
「
道
」

第
11
号
に
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
今
回

は
私
の
個
人
的
体
験
を
記
そ
う
。

　
私
は
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
３
月
旧
制

八
代
中
学
に
入
学
し
た
。
入
学
試
験
前
日
だ
っ

た
と
思
う
が
、
受
験
生
全
員
が
空
襲
の
避
難
演

習
を
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
頃
ま
で
は
、
八
代
市

は
１
、２
回
敵
機
の
空
襲
が
あ
っ
た
が
、
損
害

は
軽
微
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
東
京
は
既
に
大

空
襲
で
焼
か
れ
て
い
た
。私
達
の
避
難
場
所
は
、

確
か
「
奉
安
殿
」
の
近
く
の
防
空
壕
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
る
。
今
の
若
い
人
た
ち
は
「
奉
安

殿
」
と
言
っ
て
も
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
、

そ
こ
は
極
め
て
神
聖
な
建
物
で
あ
っ
た
。
中
に

は
今
上
天
皇
と
皇
后
の
写
真
（
ご
真
影
と
言
っ

た
）
が
安
置
さ
れ
、
そ
れ
と
教
育
勅
語
が
置
い

て
あ
っ
た
。
奉
安
殿
は
全
国
の
学
校
に
建
て
ら

れ
て
あ
っ
た
。

　
中
学
の
授
業
が
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
や

が
て
４
、５
年
の
上
級
生
は
軍
需
工
場
に
動
員

さ
れ
、
３
年
生
以
下
の
生
徒
は
日
常
の
授
業
は

中
止
さ
れ
、
地
域
毎
に
分
け
ら
れ
、
農
家
の
手

伝
い
や
山
の
開
墾
に
従
事
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
日
本
の
多
く
の
都
市
が
空
襲
で
焼
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
八
代
市
は
夏
に
な
る
ま
で
空

襲
を
受
け
な
か
っ
た
。
初
夏
の
頃
だ
っ
た
と
思

う
が
、
空
襲
警
報
が
鳴
り
、
戦
闘
機
６
機
が
縦

列
を
組
ん
で
肉
眼
で
見
え
る
距
離
に
飛
来
し

た
。
初
め
て
見
る
敵
機
で
あ
る
。
あ
あ
、
敵
機

か
と
見
て
い
る
と
、
最
初
の
機
が
ピ
カ
ー
と

光
っ
た
か
と
思
う
と
、
突
然
急
降
下
し
て
爆
弾

を
投
下
し
た
。
そ
し
て
続
く
機
が
順
々
に
急
降

下
し
て
、
爆
弾
を
放
っ
た
。
私
は
こ
の
よ
う
な

攻
撃
を
初
め
て
見
た
が
、
離
れ
て
い
た
か
ら
恐

怖
よ
り
も
こ
の
整
然
と
し
た
行
動
を
見
事
だ
と

見
と
れ
て
い
た
。

　

真
夏
に
近
く
な
る
と
空
襲
警
報
は
よ
く
鳴

り
、
遠
く
の
空
に
は
い
つ
も
Ｂ
29
の
姿
が
あ
っ

た
。

　

８
月
９
日
、
そ
の
日
は
晴
天
で
暑
い
日
で

あ
っ
た
。
宮
地
の
山
で
開
墾
作
業
を
し
て
い
る

時
、
昼
少
し
前
雲
仙
岳
の
方
を
見
る
と
、
真
っ

白
い
大
き
な
雲
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

　
青
空
に
雲
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
の
形

は
キ
ノ
コ
状
で
中
央
部
が
ピ
ン
ク
色
で
あ
る
。

丁
度
、最
近
物
理（
物
象
と
呼
ば
れ
て
い
た
）で
、

雲
を
習
っ
た
の
で
、
物
理
の
先
生
に
な
ん
と
い

う
雲
か
と
尋
ね
て
み
た
。
先
生
も
分
か
ら
な
い

と
言
う
。
誰
も
が
そ
の
時
に
は
原
子
爆
弾
と
は

知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
。
そ
の
雲
は
３
時
頃
ま

で
に
キ
ノ
コ
状
か
ら
横
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

家
に
帰
っ
て
初
め
て
、
新
型
爆
弾
と
知
っ
た
。

原
子
爆
弾
投
下
時
の
光
と
音
は
感
じ
な
か
っ

た
。

　
原
子
爆
弾
投
下
の
前
か
、
後
の
日
か
思
い
出

せ
な
い
が
、
近
く
の
爆
弾
投
下
に
遭
遇
し
た
。

そ
の
日
も
宮
地
の
山
の
開
墾
の
帰
り
、
私
は
太

田
郷
小
学
校
の
近
く
の
川
の
所
に
来
た
。
小
学

校
に
陸
軍
が
駐
在
し
て
、
空
を
見
上
げ
る
櫓
が

建
て
ら
れ
て
い
た
。
櫓
の
上
に
兵
隊
が
一
人
登

り
、
周
囲
に
響
き
渡
る
マ
イ
ク
の
音
量
で
状
況

を
報
告
し
て
い
た
。
空
襲
警
報
が
鳴
り
、
近
く

の
敵
機
が
襲
来
し
て
来
た
。
も
う
そ
の
頃
は
空

襲
警
報
は
敵
機
が
来
て
か
ら
発
せ
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
私
は
急
い
で
近

く
の
民
家
の
防
空
壕
に
入
っ
た
。
櫓
の
上
の
兵

隊
は
、「
敵
機
襲
来
」 

と
叫
ん
で
い
る
。
他
の

兵
隊
達
は
皆
防
空
壕
に
避
難
し
て
い
る
の
に
、

櫓
の
上
の
兵
隊
は
無
防
備
で
可
哀
想
だ
と
思
っ

た
。
私
が
防
空
壕
に
入
る
と
す
ぐ
非
常
に
大
き

な
音
が
し
て
、
防
空
壕
の
壁
土
が
落
ち
、
防
空

壕
が
揺
れ
動
い
た
よ
う
に
感
じ
た
。
櫓
の
上
の

兵
隊
が
、「
製
紙
会
社
に
、
爆
弾
投
下
」
と
叫

ん
だ
。
２
、３
発
は
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
模
様

で
あ
る
。
製
紙
会
社
は
、
１
０
０
m
程
度
し
か

離
れ
て
い
な
い
。
危
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
も

う
少
し
爆
弾
投
下
の
場
所
が
ず
れ
て
い
た
ら
命

が
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
。

　
家
に
帰
っ
て
も
厳
重
な
灯
火
管
制
で
、
明
か

り
は
点
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
庭
の
防
空
壕
に

寝
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
蚊
が
多
く
、
ど

の
よ
う
に
防
御
し
た
か
は
思
い
出
せ
な
い
。
８

月
10
日
か
、
11
日
の
事
だ
っ
た
と
思
う
。
西
の

空
が
真
っ
赤
に
な
っ
た
。
あ
き
ら
か
に
火
災
で

あ
る
。
聞
け
ば
熊
本
市
が
空
襲
を
受
け
て
炎
上

し
て
い
る
と
言
う
。

　
幸
い
に
し
て
八
代
市
内
の
大
火
災
は
な
か
っ

た
。
８
月
15
日
、
終
戦
の
詔
勅
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。友
人
が
来
て
、

休
戦
の
詔
書
と
教
え
て
く
れ
た
。
し
か
し
、「
敗

戦
」「
無
条
件
降
伏
」の
意
味
を
理
解
す
る
に
は
、

２
、３
日
か
か
っ
た
。日
本
の
旗
色
が
悪
く
な
っ

て
も
、
日
本
は
必
ず
勝
つ
。
必
勝
の
信
念
こ
そ

大
切
だ
と
教
え
ら
れ
、
作
戦
と
し
て
は
、
敵
を

お
び
き
寄
せ
、
本
土
に
上
陸
さ
せ
て
一
気
に
勝

利
を
得
る
と
信
じ
込
ま
さ
れ
て
い
た
。
軍
艦
が

皆
無
に
近
い
事
実
は
隠
さ
れ
、
密
か
に
集
ま
っ

て
訓
練
さ
れ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。
敗

戦
の
事
実
を
知
ら
さ
れ
て
、
国
民
の
シ
ョ
ッ
ク

は
大
き
か
っ
た
。

　
敗
戦
か
ら
米
軍
に
よ
る
占
領
、
ミ
ズ
ー
リ
艦

上
の
降
伏
調
印
式
と
時
代
は
、
急
速
に
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
９
月
か
ら
、
中
学
の
授
業
は
再
開

さ
れ
た
が
、
食
料
が
な
く
、
昼
弁
当
は
、「
か

ら
い
も
」
２
個
で
生
き
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
戦
後
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
機
会
が

あ
れ
ば
記
そ
う
。

石
坂
直
行

　

に
い
な
な
会
米
寿
祝

同
窓
会
を
今
年
６
月
に

開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
各
地
に
拡
大
し
て
緊
急
事
態
宣

言
が
全
国
に
発
令
さ
れ
、
解
除
後
も
集
会
や
外

出
自
粛
な
ど
が
要
請
さ
れ
て
中
止
し
ま
し
た
。

　
同
窓
会
の
中
止
を
主
に
八
代
市
郡
に
通
知
し

た
後
に
反
響
が
大
き
く
、
電
話
や
お
手
紙
を
い

た
だ
き
大
変
残
念
が
っ
て
お
ら
れ
る
の
を
痛
切

に
感
じ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
か
ら
ぜ

ひ
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
多
く
、
事
務

局
で
は
こ
の
熱
望
に
応
え
る
た
め
、
来
春
に
可

能
な
限
り
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
幾
年
過
ぎ
て
も
会
え
ば
青
春
時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
。
心
浮
き
浮
き
積
も
る
話
に
花
を
咲

か
せ
て
米
寿
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
の
同
窓
会
と
な
り
ま
す
の
で
状
況
が
許

せ
ば
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。
開

催
を
前
提
に
日

時
等
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

案
内
状
が
３
月

末
日
ま
で
に
届

い
て
い
な
い
方

で
出
席
を
希
望

さ
れ
る
方
は
早

急
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
折
り

返
し
案
内
状
を

送
り
ま
す
。

  
学
年
よ
り

高
3
回
卒

昭
和
26
年
卒

戰
禍
の
日
々

高
4
回
卒

昭
和
27
年
卒

米
寿
祝
同
窓
会
来
春
に
開
催
予
定
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に
い
な
な
会
事
務
局
は
「
友
情
の
絆
」
と
し

て
存
続
し
ま
す
の
で
垣
田
照
子
様
か
私
に
い
つ

で
も
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

八
高
４
回
卒

に
い
な
な
会　
米
寿
祝
同
窓
会
の
ご
案
内

日
時
：
令
和
３
年
４
月
16
日
㈮　
12
時
30
分

会
場
：
セ
レ
ク
ト
ロ
イ
ヤ
ル
八
代

会
費
：
７
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先
：

垣
田
照
子 

０
９
６
５
ー
３
３
ー
７
０
７
１

石
坂
直
行 

０
９
６
５
ー
３
４
ー
６
８
３
６
（
不

在
の
時
は
留
守
電
へ
）

　
平
家
物
語
の
冒
頭
文
に
は
「
祇
園
精
舎
の
鐘

の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
。
娑
羅
双
樹
の

花
の
色
、
盛
者
必
衰
の
理
を
あ
ら
は
す
・
・
」

と
書
さ
れ
て
い
る
。

　
京
都
市
右
京
区
花
園
の
妙
心
寺
塔
頭
東
林
院

で
は
、毎
年
６
月
15
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で「
沙

羅
の
花
を
愛
で
る
会
」
が
方
丈
庭
園
を
特
別
公

開
。
庭
園
に
は
約
30
本
の
沙
羅
の
木
が
植
え
ら

れ
、
梅
雨
の
頃
に
は
白
い
椿
に
似
た
花
を
咲
か

せ
る
。
朝
に
咲
き
夕
に
は
散
る
と
こ
ろ
か
ら
別

名
「
一
夜
花
」
と
云
わ
れ
、
庭
に
散
っ
た
風
情

も
美
し
い
。

　
関
西
三
三
会
の
恒
例
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
令
和

２
年
度
の
コ
ー
ス
に
東
林
院
を
訪
ね
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防
止
の
影
響

で
今
年
度
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
中
止
。
改
め
て
令

和
３
年
6
月
21
日
㈪
・
22
日
㈫
に
同
院
を
訪
ね

る
予
定
。

　
仲
良
し
10
回
生
の
集
い
も
、
高
齢
化
に
と
も

な
い
年
々
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
た
が
、
元
気

さ
を
求
め
に
６
月
は
是
非
京
都
に
集
い
下
さ

い
。

世
話
人 

橋
口
敏
昭

☎
０
９
０
ー
５
６
７
４
ー
６
４
６
１

島
田
良
治

　

60
歳
、
65
歳
そ

し
て
、
今
回
「
古

希
の
宴
」
と
銘

打
っ
て
11
月
22
日

（
御
夜
）
に
行
っ

た
70
歳
の
同
窓

会
。
県
内
外
よ
り

１
１
５
名
も
の
多

く
の
仲
間
が
集

う
。
会
場
に
は
高

校
時
代
か
ら
の
写

真
の
展
示
。
開
会

前
か
ら
雰
囲
気
が

和
む
。
亡
く
な
っ

た
友
へ
の
黙
祷
の

後
、
開
会
の
挨
拶

に
続
い
て
乾
杯
。

一
気
に
各
テ
ー
ブ
ル
が
盛
り
上
が
る
。
ス
ク

リ
ー
ン
に
は
時
代
を
追
っ
た
ス
ラ
イ
ド
が
流

れ
、
各
場
面
で
当
時
を
懐
か
し
ん
だ
歓
声
が
上

が
る
。
料
理
を
つ
ま
み
酒
を
交
わ
し
、
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
会
話
が
弾
む
。
楽
し
い
時
の
過
ぎ

る
の
は
早
い
も
の
で
終
焉
が
近
づ
き
「
道
」
の

斉
唱
。
歌
詞
に
沿
っ
た
故
郷
の
情
景
を
編
集
し

た
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
全
員
が
大
き
な
声
で
歌

い
最
高
に
盛
り
上
が
り
閉
会
の
時
。
仲
間
の
健

康
を
願
い
万
歳
三
唱
。
二
次
会
の
会
場「
白
馬
」

へ
と
移
動
の
途
中
で
妙
見
祭
の
前
夜
祭
の
催
事

を
見
学
。
二
次
会
で
は
名
残
を
惜
し
む
か
の
よ

う
に
語
り
足
り
な
い
時
間
を
さ
ら
に
過
ご
し
、

楽
し
く
素
晴
ら
し
い
同
窓
会
を
お
開
き
と
し
ま

し
た
。

早
川
智
浩

　

２
０
２
０
年
１
月
２
日　
八
代
ホ
ワ
イ
ト
パ

レ
ス
に
お
い
て
、
熊
本
地
震
の
影
響
で
行
っ
て

い
な
か
っ
た
卒
業
30
年
の
同
窓
会
を
よ
う
や
く

開
催
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
本
当
に
無
理
に
で
も
開
催
し
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
さ
か
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
こ
ん
な

に
も
広
く
蔓
延
し
て
し
ま
い
、
大
人
数
の
集
ま

り
が
制
限
さ
れ
る
と
は
当
時
夢
に
も
思
っ
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
更
に
７
月
４
日
の
水
害
は
こ
れ
に
追
い
打
ち

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
八
高
関
係
者
、
同
窓

生
で
被
災
さ
れ
た
方
も
あ
り
、
心
よ
り
お
見
舞

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
初
企
画
よ
り
遅
れ
て
開
催
し
た
同
窓
会
、

実
際
は
卒
業
33
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
川
島
秀
行
先
生
、
高
野
茂
先
生
も
ご
参
加

頂
き
、
１
１
０
名
が
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
の
再
会
が
よ
ほ
ど
楽
し
か
っ
た
の

か
、
２
次
会
も
予
定
よ
り
大
幅
に
増
え
て
87
名

も
の
参
加
が
あ
り
盛
況
で
し
た
。

　
盛
り
上
が
り
す
ぎ
て
５
次
会
、
６
次
会
ま
で

行
っ
た
強
者
も
居
た
と
の
こ
と
で
、
参
加
者
に

喜
ん
で
頂
け
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
私
ど
も
の
年
代
に
な
る
と
定
年
退
職
と
い
う

概
念
が
無
く
な
り
、
還
暦
同
窓
会
以
降
も
現
役

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
経
営
者
が
多
く
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
生
涯
現
役
と
い
う
言
葉
が
言
葉
の
上

だ
け
で
な
く
、
現
実
の
も
の
と
な
り
、
い
く
つ

に
な
っ
て
も
派
手
な
同
窓
会
が
開
け
る
事
を
夢

見
て
、
同
級
生
の
今
後
の
活
躍
と
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
鎮
静
化
、
水
害
か
ら
の
早
期
の
復
興

を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
10
回
卒

昭
和
33
年
卒

平
家
物
語 

沙
羅
の
花
を
求
め
て
…

高
20
回
卒

昭
和
43
年
卒

古
希
の
宴

高
39
回
卒

昭
和
62
年
卒

卒
業
33
周
年
同
窓
会
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私
は
２
０
０
５
年
３
月
に
八
高
を
卒
業
し
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
エ
ア
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入

学
、在
学
中
に
国
内
線
の
客
室
乗
務
員
（
Ｃ
Ａ
）

合
格
し
、
航
空
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
11
月

に
は
客
室
の
責
任

者
で
あ
る
先
任
客

室
乗
務
員
資
格
を

取
得
、
２
０
１
５

年
３
月
に
は 

Ｏ

Ｊ
Ｔ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
資
格
取

得
し
、
実
機
教
官

と
し
て
Ｃ
Ａ
に
対

し
て
教
育
・
指
導

を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
グ

ル
ー
プ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
就
任

し
ま
し
た
が
、

２
０
１
７
年
10
月

に
会
社
を
退
職
、

そ
の
ま
ま
プ
ル
デ

ン
シ
ャ
ル
生
命
保

険
㈱
へ
入
社
し
ま

し
た
。
プ
ル
デ
ン

シ
ャ
ル
生
命
保
険

は
、
世
界
最
大
級

の
金
融
サ
ー
ビ
ス

機
関
で
す
。私
は
、

こ
の
会
社
で
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

生
命
保
険
や
資
産
運
用
、
相
続
等
に
関
し
て
、

お
客
様
の
一
生
に
寄
り
添
っ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
プ
ラ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
線
客
室
乗
務
員
と
し
て
11
年
間
在
職

し
、
内
８
年
間
は
客
室
の
責
任
者
で
あ
る
先
任

客
室
乗
務
員
と
し
て
乗
務
し
ま
し
た
。
緊
急
着

陸
も
経
験
し
“
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
”“
臨
機
応
変

さ
”“
諦
め
な
い
心
”を
学
び
、ど
ん
な
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
も
対
応
で
き
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

学
び
ま
し
た
。
外
資
系
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命

か
ら
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
、『
ど
う

し
た
ら
お
客
様
の
役
に
立
て
る
の
か
』
本
気
で

お
客
様
の
人
生
と
向
き
合
い
、
た
く
さ
ん
の
人

に
笑
顔
あ
ふ
れ
る
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
想
い
で
転
職
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

生
命
保
険
や
資
産
運
用
な
ど
一
人
一
人
に
合
わ

せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
プ
ラ
ン
を
提
供
し
、

本
当
の
保
険
の
良
さ
や
価
値
を
知
っ
て
頂
く
こ

と
で
「
下
野
さ
ん
が
担
当
で
安
心
」
と
言
っ
て

頂
け
て
い
る
よ
う
、今
後
も
日
々
成
長
し
続
け
、

多
く
の
方
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
全
国
を
飛

び
回
っ
て
い
ま
す
。

　
九
州
南
部
豪
雨
災
害
が
起
き
た
７
月
４
日
の

翌
日
５
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ピ
ー
ス・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ａ
Ａ
Ｒ
ジ
ャ

パ
ン
協
力
）
が
被
災
地
入
り
し
て
千
丁
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。 　

　
た
ま
た
ま
同
級
生
の
一
人
が
ピ
ー
ス
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
ご
縁
で
、
私
た

ち
32
回
卒
有
志
も
６
日
か
ら
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
。
そ
の
後
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
口
コ
ミ

で
た
く
さ
ん
の
同
窓
生
や
近
隣
の
主
婦
の
皆
様

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
当
初
２
名
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
の
活
動
も
最
後
の
週
に
は
20
名
近
く

集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
〈
自
分
が
で
き
る
時
に
で
き
る
だ
け
の
お
手

伝
い
〉
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ピ
ー
ス
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
の
素
晴
ら
し
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
お
陰
で
、
ほ
ぼ
毎
日
、
千
丁
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
50
食
、
芦
北
ス
カ
イ

ド
ー
ム
に
１
０
０
食
の
温
か
い
夕
食
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 　

　
被
災
者
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
「
い
つ
も

あ
り
が
と
う
」「
美
味
し
か
っ
た
よ
」「
毎
日
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
な
ど
の
言
葉
は
、
私
た

ち
の
励
み
と
な
り
や
り
甲
斐
に
も
繋
が
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
と
て
も
良
い
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 　

　
新
型
コ
ロ
ナ
を
懸

念
し
て
７
月
い
っ
ぱ

い
で
炊
き
出
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
一
旦
終

了
と
な
り
ま
し
た

が
、
機
会
が
あ
れ
ば

是
非
ま
た
集
ま
り
ま

し
ょ
う
と
同
窓
生
も

ま
だ
ま
だ
や
る
気
充

分
の
様
子
で
し
た
。 　

　
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
被
災
さ
れ
た

皆
様
、
さ
ぞ
お
心
を

痛
め
辛
い
毎
日
を
過

ご
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
復
興
の
道

は
ま
だ
半
ば
、
ど
う

ぞ
今
後
も
身
体
に
気

を
つ
け
て
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

頑
張
っ
て
ま
す

７
月
豪
雨
、
炊
き
出
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

金
森
尚
子
さ
ん
（
高
32
回
卒
）

元
Ｃ
A
、
保
険
会
社
勤
務
で

全
国
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
す

下
野 
恵
さ
ん
（
高
57
回
卒
）
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２
０
１
３
年

の
秋
、
一
通
の

メ
ー
ル
が
届
き

ま
し
た
。

「
は
じ
め
ま
し

て
。
私
は
現
在

オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
在
住
し
て

い
ま
す
。
と
て

も
心
地
よ
い
音

楽
で
す
ね
。
Ｃ

Ｄ
ア
ル
バ
ム
の

購
入
を
し
た
い

の
で
す
が
、
ど

の
よ
う
に
し
た

ら
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？
」 　

　
い
く
つ
か
の

や
り
取
り
か

ら
、
そ
れ
が
同

級
生
の
緒
方
慎
二
さ
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
緒
方
く
ん
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ブ
リ
ス
ベ
ン
で
画
家
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

実
家
に
届
い
た
八
高
の
同
窓
会
案
内
か
ら
ネ
ッ

ト
を
検
索
し
、
た
ま
た
ま
私
の
ブ
ロ
グ
を
見
つ

け
て
連
絡
を
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。
私
は
広
島

在
住
で
自
分
の
音
楽
活
動
の
一
環
と
し
て
ブ
ロ

グ
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

　
30
年
ぶ
り
で
し
た
。
緒
方
く
ん
と
私
と
は
幼

稚
園
時
代
か
ら
の
幼
な
じ
み
。
当
時
か
ら
私
は

ピ
ア
ノ
が
好
き
で
、
緒
方
く
ん
は
絵
が
好
き
。

小
さ
い
頃
か
ら
好
き
だ
っ
た
道
に
お
互
い
進
め

た
こ
と
を
共
に
喜
び
合
い
ま
し
た
。
た
だ
私
自

身
は
一
直
線
に
音
楽
の
道
を
選
べ
た
わ
け
で
は

な
く
、
紆
余
曲
折
の
末
よ
う
や
く
音
楽
を
仕
事

の
１
つ
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
で
し
た
。

こ
う
し
て
年
明
け
の
学
年
同
窓
会
で
私
た
ち
は

嬉
し
い
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
さ
て
そ
の
翌
年
の
こ
と
。
縁
あ
っ
て
東
京
の

プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
方
か
ら
一
緒
に
Ｃ
Ｄ

を
作
り
ま
せ
ん
か
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｄ
で
す
。ジ
ャ
ケ
ッ

ト
画
は
、
と
い
う
時
、
ふ
と
緒
方
く
ん
の
こ
と

が
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。
緒
方
く
ん
に
相
談
す

る
と
す
ぐ
に
快
諾
。
メ
ー
ル
や
ス
カ
イ
プ
で
話

す
う
ち
、
ス
カ
イ
プ
を
使
っ
て
描
い
た
私
の
肖

像
画
を
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
画
に
し
て
は
？　
と
緒
方

く
ん
か
ら
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
春
の
あ
る
日
、
広
島
の
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
の

前
で
ポ
ー
ズ
を
取
る
私
を
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
緒
方

く
ん
が
ス
ケ
ッ
チ
し
、
そ
の
肖
像
画
が
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
画
に
な
り
Ｃ
Ｄ
は
完
成
し
ま
し
た
。
冬

に
は
緒
方
く
ん
の
初
の
日
本
で
の
個
展
と
私
の

ラ
イ
ブ
を
八
代
と
広
島
で
開
催
。
海
を
越
え
て

同
級
生
と
互
い
の
特
技
で
一
緒
に
作
品
作
り
が

で
き
て
、
感
無
量
で
し
た
。 　

　
そ
れ
か
ら
5
年
。
緒
方
く
ん
と
海
を
越
え
て

の
交
流
は
続
い
て
い
ま
す
。
い
つ
か
ま
た
一
緒

に
何
か
で
き
る
と
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
三
輪
真
理
）

　

近
年
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
世
界
的
な
広
が
り
に
よ
っ

て
、
殆
ど
の
地
域
で
我
々
は
気
軽
に
情
報
交
換

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ぼ
く
の
場
合
、

多
く
の
情
報
を
海
外
か
ら
も
十
分
に
得
ら
れ
る

の
で
、
以
前
の
不
便
さ
と
比
べ
れ
ば
、
そ
れ
は

本
当
に
計
り
知
れ
な
い
程
の
恩
恵
を
実
感
し
て

い
ま
す
（
笑
）。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
上
手
に
活
用
し
た

い
で
す
ね
。 

　

こ
う
し
て
幼
な
じ
み
の
下
津
さ
ん
（
旧
姓
）

と
再
会
し
、創
作
の
コ
ラ
ボ
が
実
現
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
下
津
さ
ん
と
は
お
互
い
が
刺
激
に

な
る
友
だ
ち
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
緒
方
慎
二
）

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

同
級
生
同
士
の
コ
ラ
ボ
で

Ｃ
Ｄ
誕
生
。

三
輪
真
理
さ
ん
（
高
36
回
卒
）

緒
方
慎
二
さ
ん
（
高
36
回
卒
）

三輪真理さんのオリジナル曲の入ったCD
「Retrospechve」。ジャケットのイラストを
緒方さんが担当した。

Story Bridge＆Jacaranda

緒方さんの描いた八代宮

三
輪
真
理
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

八
代
出
身
、広
島
大
学
卒
。広
島
在
住
の
音

楽
家
。シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、ピ
ア

ニ
ス
ト
。幼
少
期
か
ら
高
校
ま
で
ク
ラ
シ
ッ

ク
ピ
ア
ノ
を
学
ぶ
。現
在
は
広
島
を
中
心

に
ピ
ア
ニ
ス
ト
お
よ
び
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
、作

詞
家
、作
曲
家
と
し
て
幅
広
く
活
動
中
。

緒
方
慎
二
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

八
代
市
出
身
、多
摩
美
術
大
学
卒
。オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、ブ
リ
ス
ベ
ン
在
住
の
水
彩
画

家
。自
宅
で
絵
画
の
指
導
も
行
う
。海
外
移

住
後
、日
本
の
良
さ
を
再
認
識
し
、日
本
の

伝
統
的
な
描
線
を
活
か
し
た
画
法「
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
」を
編
み
出

す
。現
在
も
幅
広
く
活
動
中
。
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平
成
元
年
卒
業
（
41
回
）
の
西
田
裕
幸
で
す
、

今
で
も
八
高
グ
ラ
ン
ド
で
野
球
を
し
て
い
る
夢

を
見
ま
す
（
甲
子
園
に
行
き
た
か
っ
た
・・・
）、

私
は
今
年
50
歳
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り

返
っ
て
み
て
も
八
高
で
の
３
年
間
は
燦
然
と
輝

き
、
ま
た
机
を
並
べ
た
友
達
が
今
で
も
自
分
の

人
生
に
彩
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
横
浜
国
立
大
学
を
卒
業
し
、
海
外
へ
の

漠
然
と
し
た
憧
れ
か
ら
、
伊
藤
忠
商
事
に
就
職

し
ま
し
た
。
配
属
は
鉄
鋼
部
門
、
そ
の
後
、
伊

藤
忠
と
丸
紅
の
鉄
鋼
部
門
が
統
合
し
て
伊
藤
忠

丸
紅
鉄
鋼
が
誕
生
、
以
来
、
当
社
社
員
と
し
て

楽
し
い
商
社
マ
ン
人
生
を
歩
ん
で
お
り
ま
す
。

　
会
社
人
生
は
27
年
強
で
す
が
16
年
は
海
外
駐

在
で
あ
り
、
漠
然
と
し
た
憧
れ
は
現
実
の
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
駐
在
地
は
台

北
、
北
京
、
バ
ン
コ
ク
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
四

都
市
、
仕
事
は
い
ず
れ
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
充

実
し
た
も
の
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
そ

れ
ぞ
れ
の
地
で
様
々
な
人
に
出
会
い
、
時
に
家

族
ぐ
る
み
で
付
き
合
い
、
人
生
の
友
も
た
く
さ

ん
出
来
ま
し
た
。

　
私
が
現
在
、
所
属
し
て
い
る
部
署
は
鋼
管
本

部
と
い
っ
て
石
油
、ガ
ス
の
掘
削
用
の
パ
イ
プ
、

掘
っ
た
石
油
、
ガ
ス
を
運
ぶ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
用

の
パ
イ
プ
を
供
給
す
る
の
が
主
な
ビ
ジ
ネ
ス
で

あ
り
、
全
世
界
に
供
給
拠
点
を
持
っ
て
オ
イ
ル

メ
ジ
ャ
ー
等
と
の
取
引
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
商
社
勤
務
と
い
う
と
八
高
時
代
、
英
語
は
得

意
で
し
た
か
、
と
聞
か
れ
そ
う
で
す
が
全
く
ダ

メ
で
し
た
。
し
か
し
言
葉
は
あ
く
ま
で
道
具
、

ビ
ジ
ネ
ス
は
結
局
人
と
人
と
の
繋
が
り
で
あ

り
、
よ
っ
て
人
間
力
の
勝
負
だ
と
思
い
ま
す
。

生
徒
の
自
主
性
を
重
ん
じ
る
校
風
の
八
高
、
そ

の
３
年
間
で
人
間
力
は
磨
か
れ
た
は
ず
（
？
）

と
の
信
念
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
行

き
ま
す
。

　
切
っ
掛
け
は
八
代
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
殉
教
者

を
描
い
た
音
楽
劇
に
出
演
し
た
こ
と
で
す
ね
。

そ
れ
ま
で
縁
も
ゆ
か
り
も
な
か
っ
た
演
劇
と
い

う
分
野
に
足
を
踏
み
入
れ
、
ど
っ
ぷ
り
と
浸

か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
で
は
二
つ
の
団
体

に
所
属
し
、
自
分
で
作
・
演
出
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
作
っ
た
『
怪
談 

君
ヶ
淵
』
で
は
、
八
代
と
全
国
に
散
在
す
る

「
君
ヶ
淵
」
の
伝
説
を
調
べ
上
げ
、
一
つ
の
怪

談
話
に
仕
立
て
上
げ
ま
し
た
。
度
々
再
演
を
望

ま
れ
る
良
い
作
品
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
ま

す
。

　

よ
く
演
劇
の
魅
力
は
何
か
と
聞
か
れ
ま
す

が
、
自
分
で
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
お
金
も
時
間

も
か
か
り
、ひ
た
す
ら
苦
し
く
、こ
れ
が
終
わ
っ

た
ら
辞
め
よ
う
と
何
度
も
思
う
の
で
す
が
、
公

演
が
終
わ
る
と
も
う
次
の
作
品
の
事
を
考
え
て

い
る
の
で
す
。
人
と
力
を
合
わ
せ
な
い
と
出
来

な
い
と
い
う
の
が
魅
力
と
い
え
ば
魅
力
で
し
ょ

う
か
。
演
劇
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
芸
術

で
す
。
人
か
ら
何
か
を
受
け
取
り
、
何
か
を
伝

え
る
、
こ
の
連
続
で
出
来
て
い
ま
す
。
そ
し
て

キ
ャ
ス
ト
と
ス
タ
ッ
フ
と
お
客
様
が
一
つ
に

な
っ
た
時
に
生
ま
れ
る
感
動
は
、
他
の
何
に
も

代
え
が
た
い
も
の
に
な
る
の
で
す
。
八
代
で
は

子
ど
も
達
と
一
緒
に
演
劇
活
動
を
し
て
ま
す

が
、
彼
ら
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

す
る
人
間
に
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
ま
す
。

　
現
在
、
一
つ
の
戯
曲
を
書
い
て
ま
す
。
私
が

演
劇
を
始
め
る
切
っ
掛
け
に
な
っ
た
作
品
と
同

じ
く
、
八
代
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
殉
教
の
事
件
を

題
材
と
し
た
話
で
、
江
戸
時
代
と
現
代
の
人
を

結
び
つ
け
る
作
品
を
目
指
し
て
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
い
つ
上
演
出
来
る
の
か
も
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
完
成
し
た
暁
に
は
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

世
界
を
つ
な
ぐ

　
　
　  
伊
藤
忠
丸
紅
鉄
鋼
株
式
会
社

 
西
田
裕
幸
さ
ん
（
高
41
回
卒
）

地
元
で
の
劇
団
活
動
を
中
心
に

全
国
で
活
躍

村
山
優
一
郎
さ
ん
（
高
49
回
卒
）

アメリカ、ヒューストンのパイプヤード

家族とコペンハーゲンを訪ねる
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私
は
、
絵
を
趣
味
で
描
い
て
い
る
。
唯
ひ
た

す
ら
「
い
い
絵
」
が
描
き
た
い
一
心
で
、
賞
は

貰
っ
た
こ
と
は
な
い
が
別
に
欲
し
い
と
も
思
わ

な
い
。
絵
は
自
己
表
現
で
あ
り
、自
由
で
い
い
、

自
分
を
磨
く
外
な
い
。
高
校
時
代
か
ら
、茶
道・

絵
を
学
び
、
途
中
数
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
は
あ
る

が
、
遊
び
な
が
ら
続
け
て
き
た
。
恩
師
松
本
得

三
先
生
に
、自
分
の
絵
を
描
け
！　
と
学
ん
だ
。

自
分
に
し
か
描
け
な
い
絵
、
日
本
人
が
描
く
油

絵
を
意
識
し
た
。
茶
道
は
総
合
芸
術
で
あ
り
、

美
術
・
工
芸
・
花
・
禅
語
等
の
日
本
文
化
全
般

に
亘
っ
て
い
る
。
ひ
と
り
よ
が
り
に
な
ら
な
い

事
、
慮
る
こ
と
を
大
切
に
思
う
。

　

２
０
１
９
年
作
「
清
流
に
遊
ぶ
」
が
、
評
論

家
長
谷
川
栄
監
修　

７
月
15
日
〜
７
月
19
日　

船
橋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
於　
ア
ー
ト
パ
ズ
ル
と

平
和
展　
児
童
虐
待
防
止
を
訴
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
芸
術
大
賞
を
頂
く
。

　
12
月
８
日
〜
12
月
13
日　
日
・
仏
友
好
オ
リ

ジ
ナ
ル
切
手
展
in
パ
リ　
切
手
誕
生
１
８
０
周

年
記
念　
日
本
郵
政
制
作
84
円
記
念
切
手
に
な

る
。
パ
リ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
ル
ー

ジ
ュ
於　
展
示
終
了
後
発
売
と
な
る
。

　
大
学
で
生
物
学
を
学
ん
だ
私
は
、
高
校
の
生

物
教
師
と
し
て
働
き
、
退
職
後
に
は
ク
ロ
ツ
ラ

ヘ
ラ
サ
ギ
（
ト
キ
科
）
を
テ
ー
マ
に
学
位
を
得
、

野
鳥
に
目
を
向
け
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
１
９
８
１
年
、
母
校
に
赴
任
し
た
頃

は
各
地
の
干
潟
が
失
わ
れ
て
い
た
時
期
で
し
た

が
、
球
磨
川
河
口
干
潟
に
は
多
く
の
シ
ギ
・
チ

ド
リ
類
が
飛
来
し
、
干
潟
が
大
切
な
生
息
地
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
１
９
８
８

年
に
は
「
野
鳥
を
楽
し
み
、
野
鳥
と
人
と
が
共

生
で
き
る
環
境
の
保
全
」
を
目
的
に
『
八
代
野

鳥
愛
好
会
』
を
設
立
。
会
員
数
は
20
〜
30
名
の

小
さ
な
数
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
３
０
０
回
を

超
す
月
例
探
鳥
会
を
実
施
、会
誌
「
カ
ワ
セ
ミ
」

は
第
33
号
を
発
行
。
そ
の
間
、
八
代
市
に
「
市

の
鳥
」
カ
ワ
セ
ミ
を
推
薦
、
球
磨
川
河
口
干
潟

の
フ
ラ
イ
ウ
ェ
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
シ
ギ
・

チ
ド
リ
類
）
へ
の
参
加
を
請
願
、
人
と
野
鳥
が

共
生
で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
尽
力

···

な
ど
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
２
０
１
７
年
に

「
熊
本
県
環
境
賞
」、
２
０
１
８
年
に
は
「
地
域

保
全
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
」
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。先
年
、荒
尾
干
潟
が
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
干
潟
の
恵

み
を
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
（
持
続
的
・
賢
明
な
利
活

用
）
し
つ
つ
、
湿
地
生
態
系
の
保
全
を
目
指
す

と
い
う
国
際
条
約
で
す
。
球
磨
川
河
口
一
帯
も

条
約
登
録
に
値
す
る
地
域
で
、
希
少
な
野
鳥
が

数
多
く
飛
来
、
生
き
物
の
多
様
性
に
富
ん
だ
干

潟
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
、
多
く
の
方
々
の
理
解
を
得
る
た
め

の
観
察
会
、
学
習
会
、
浜
辺
の
清
掃
活
動
、
田

ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
な
ど
に
取
り
組
み
、
野
鳥

を
楽
し
み
な
が
ら
『
生
息
地
を
守
る
活
動
』
を

し
て
い
ま
す
。

　

八
代
市
坂
本
町 

鶴
喰
（
つ
る
ば
み
）
は
、

戸
数
約
70
戸
、
人
口
約
１
４
０
人
の
小
さ
な
中

山
間
集
落
で
す
。

　
52
歳
で
帰
郷
。
齢
66
に
し
て
さ
さ
や
か
な
夢

が
あ
り
ま
す
。「
農
事
組
合
法
人 

鶴
喰
な
の
花

村｣

を
年
商
５
千
万
円
の
企
業
と
な
し
、
地
元

の
若
者
が
定
住(

結
婚･

出
産･

育
児)

で
き

る
経
済
的
環
境
を
創
り
上
げ
る
こ
と
で
す
。

会
員
紹
介 

八
代
版

栄
え
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

芸
術
大
賞
」
を
受
賞

村
上
満
智
子
さ
ん
（
高
11
回
卒
）

干
潟
を
守
る
活
動
を

続
け
て
い
ま
す

高
野
茂
樹
さ
ん
（
高
18
回
卒
）

“
農
事
組
合
法
人

　
鶴
喰
な
の
花
村
”で
ご
ざ
い
ま
す

早
川
博
秋
さ
ん
（
高
25
回
卒
）

絶滅危惧IB類に指定されているクロツラヘラサギ、毎年越冬するため、日本には500羽ほど飛来、球磨川河口
などの干潟では約100羽ほど見ることができます。
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私
は
、
高
25
回
卒
。
大
阪
外
国
語
大
学
、
ミ

ズ
ノ
㈱
、
㈱
レ
ザ
ッ
ク
ス
、
自
営
業
を
経
て
、

平
成
29
年
な
の
花
村
設
立
の
一
員
と
な
り
ま
し

た
。
な
の
花
村
の
中
核
商
品
は
、“
鶴
喰
米
（
つ

る
ば
み
ま
い
）”
で
す
。
特
別
栽
培
米
・
熊
本

県
う
ま
い
米
基
準
Ｓ
ラ
ン
ク
認
証
の“
鶴
喰
米
”

は
、
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
着
実
に
育
ち
つ
つ
あ

り
ま
す
。
第
２
の
柱
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
。
戦
略

作
物
と
し
て
の
ニ
ン
ニ
ク
。
い
ず
れ
も
、
順
調

に
売
上
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
を
借
り
て
同
窓
会
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
で
す
。
八
代
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い

途
と
し
て｢

７
月
豪
雨
の
災
害
支
援
金｣
を
、

返
礼
品
と
し
て｢

鶴
喰
米｣

を
ご
指
名
く
だ
さ

い
。
坂
本
町
の
復
興
と
鶴
喰
を
救
う
貴
重
な
力

と
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
全
国
に
被
害
を
も

た
ら
し
た
集
中
豪
雨
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
各
同
窓

会
支
部
に
於
か
れ
ま
し
て
も
総
会
等
の
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
ら
れ
る
事
と
推
察
い
た
し

ま
す
。
さ
て
、
こ
の
様
な
状
況
の
中
、
今
年
度

の
妙
見
祭
に
お
い
て
飾
馬
奉
納
の
中
止
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
残
念
で
す
が
、
高
校
創
立

九
十
周
年
を
機
に
立
ち
上
げ
た
会
で
、
学
校
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会
の
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
の

下
、
奉
納
馬
の
調
教
の
活
動
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
現
在
は
、
同
窓
生
を

中
心
に
友
人
知
人
の
協

力
を
得
て
八
高
同
窓
生

と
し
て
の
誇
り
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
が
、
同
窓
生
の
メ
ン

バ
ー
も
年
を
重
ね
、
膝
軟

骨
を
す
り
減
ら
し
な
が

ら
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

八
代
内
外
に
誇
れ
る

祭
り
に
我
が
八
代
高
校

同
窓
生
と
し
て
一
役
を

担
っ
て
八
代
の
文
化
継

承
に
少
し
で
も
尽
力
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
、
多
く
の

方
々
か
ら
愛
さ
れ
る
八

高
同
窓
会
飾
馬
奉
納
会

で
あ
り
ま
す
よ
う
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
ら
れ
る
方

は
何
時
で
も
歓
迎
し
ま

す
。

　
私
は
37
年
間
中
学
校
の
音
楽
科
の
教
師
を
勤

め
退
職
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
は
山
あ
り
谷

あ
り
で
、
定
年
ま
で
も
つ
か
と
思
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
自
由
に
し
て
い
い

よ
と
い
う
状
況
が
見
え
だ
し
た
時
、
も
う
少
し

子
ど
も
た
ち
の
側
に
い
て
何
か
役
立
ち
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
再
び
音
楽
教
師
と
し
て
再
出
発
し
た

わ
け
で
す
。

　
一
昨
年
は
竜
北
中
学
校
で
久
し
ぶ
り
に
吹
奏

楽
部
を
指
導
し
少
人
数
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
南
九

州
大
会
に
駒
を
進
め
鹿
児
島
で
演
奏
を
披
露
し

ま
し
た
。
楽
器
未
経
験
の
生
徒
に
一
か
ら
教
え

る
訳
な
の
で
苦
労
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
宿

泊
地
の
霧
島
温
泉
で
白
濁
の
湯
に
３
回
つ
か
る

と
苦
労
も
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

　
ま
た
昨
年
は
日
奈
久
中
学
校
に
転
勤
し
ま
し

た
が
、
毎
年
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
上
演
し
て
い
た

の
で
是
非
に
と
請
わ
れ
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
の

「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」
を
中
学
生
用
に
脚
本
か

ら
制
作
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
50
名

の
全
校
生
徒
が
ス
テ
ー
ジ
で
踊
り
演
じ
る
も
の

で
、
昨
今
の
中
学
校
の
厳
し
い
状
況
下
で
こ
れ

を
や
り
遂
げ
ら
れ
た
の
は
日
奈
久
の
穏
や
か
な

風
土
で
の
び
の
び
と
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
だ
か

ら
こ
そ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
演
劇
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
吹

奏
楽
で
の
マ
ー
チ
ン
グ
を
指
導
し
て
こ
ら
れ
た

の
も
、
八
高
時
代
に
俳
優
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
同
級
生
の
岩
崎
幸
代
さ
ん
か
ら
誘
わ
れ
演

劇
部
の
お
手
伝
い
で
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
出

場
し
た
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と

思
い
、
こ
の
出
会
い
に
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
よ
く
「
教
育
は
ロ
マ
ン
だ
」
と
言
わ
れ

ま
す
。
教
職
生
活
40
年
を
迎
え
た
今
、
ま
さ
に

そ
の
こ
と
を
噛
み
し
め
な
が
ら
孫
の
よ
う
な
生

徒
た
ち
と
目
一
杯
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

ロ
マ
ン
を
求
め
て

堀
池
美
千
代
さ
ん
（
高
28
回
卒
）

八
高
同
窓
会
飾
馬
奉
納
会

山
崎
宏
治
さ
ん
（
高
28
回
卒
）
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平
成
４
年

度
卒
業
の
白

石
勝
裕
で

す
。
昭
和
49

年
生
ま
れ

で
、
読
売
巨

人
軍
や
大

リ
ー
グ
で
活

躍
し
た
松
井

秀
喜
君
と
同

学
年
で
す
。

　
私
は
八
代

高
校
卒
業

後
、
東
京
農

業
大
学
に
進
学
し
、
実
家
の
郡
築
に
て
就
農
し

ま
し
た
。
現
在
は
ト
マ
ト
１・
７
ha
と
水
稲
３

ha
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。東
京
ド
ー
ム
が
約
４・

７
ha
で
す
の
で
、
松
井
君
が
活
躍
し
た
東
京

ド
ー
ム
と
同
じ
広
さ
で
す
。
結
婚
は
松
井
君
よ

り
少
し
遅
れ
て
、
35
歳
の
時
に
八
代
高
校
の
後

輩
で
５
つ
下
の
妻
と
結
婚
し
ま
し
た
。
そ
の
後

子
宝
に
恵
ま
れ
て
、
小
学
２
年
生
の
長
男
を
頭

に
三
男
二
女
の
５
人
授
か
り
ま
し
た
。
次
男
か

ら
は
年
子
の
双
子
に
年
子
と
ギ
ュ
ッ
と
つ
ま
っ

て
い
ま
す
。
す
べ
て
立
ち
会
い
ま
し
た
が
、
双

子
も
す
べ
て
自
然
分
娩
で
出
産
し
た
妻
は
す
ご

い
と
思
い
ま
す
。

　
長
男
か
ら
５
人
と
も
坂
本
の
か
わ
た
け
保
育

園
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
裸
足
で
泥
ん

こ
に
な
り
な
が
ら
、
川
遊
び
や
山
歩
き
な
ど
、

坂
本
の
自
然
の
な
か
で
毎
日
い
ろ
ん
な
体
験
を

し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
7
月
の
豪
雨
で
保

育
園
は
屋
根
ま
で
浸
か
り
、
い
つ
も
Ｓ
Ｌ
が
通

る
と
手
を
振
っ
て
い
た
球
磨
川
第
一
鉄
陵
も
流

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
普
段
の
光
景
か
ら
は

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
凄
ま
じ
い
水
害
で
す
。

現
在
は
鏡
の
西
部
小
学
校
跡
地
を
借
り
て
の
保

育
で
、
先
生
方
も
被
災
さ
れ
な
が
ら
も
子
供
た

ち
を
預
か
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
被
災
さ
れ
た
方
々
が
、
少
し
で
も
早

く
以
前
の
日
常
を
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
願
い
ま
す
。

　
最
後
に
ゴ
ジ
ラ
の
愛
称
で
活
躍
し
た
松
井
君

で
す
が
、
う
ち
の
五
児
等
も
こ
れ
か
ら
ど
ん
な

活
躍
を
し
て
く
れ
る
の
か
を
楽
し
み
に
、
仕
事

に
子
育
て
に
と
め
ま
ぐ
る
し
い
日
々
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
八
代

高
校
25
回
卒

業
生
で
、
山

岳
部
に
も
所

属
し
て
お
り

ま
し
た
。
私

は
令
和
元
年

９
月
に
65
歳

で
新
た
な
仕

事
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、
今
ま
で
経
験
の

な
い
役
職
を
拝
命
し
ま
し
た
。

　
商
工
会
議
所
は
地
区
内
に
お
け
る
商
工
業
者

の
共
同
社
会
を
基
盤
と
し
、
商
工
業
の
総
合
的

な
改
善
発
達
を
図
り
、
兼
ね
て
社
会
一
般
の
福

祉
の
増
進
に
資
し
、
も
っ
て
わ
が
国
商
工
業
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
目
的
に
従
っ
て
、
今
回
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
、
２
月
下
旬
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
金
融
政
策
を
、
他
市
に
先
駆
け
、

市
内
の
全
金
融
機
関
に
呼
び
か
け
、
八
代
金
融

対
策
意
見
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
全

国
で
感
染
拡
大
が
進
み
飲
食
業
、
旅
館
業
を
は

じ
め
経
済
に
影
響
が
進
む
な
か
、
会
頭
の
判
断

に
よ
り
、
経
済
四
団
体
に
呼
び
か
け
、
八
代
市

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
支
援
事
業
の
提

案
を
行
い
ま
し
た
。
市
で
は
様
々
な
コ
ロ
ナ
対

策
支
援
等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
飲
食

業
等
で
は
、
政
府
の
外
出
自
粛
要
請
、
熊
本
県

休
業
要
請
な
ど
で
飲
食
店
等
の
経
済
状
況
が
悪

化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
経
済
四
団
体
で

『
八
代
飲
食
応
援
隊
』
で
、
飲
食
店
向
け
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
７
月
上
旬
に
は

総
額
二
三
百
万
以
上
の
支
援
金
を
飲
食
店
等
に

届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国

的
に
感
染
が
拡
大
す
る
な
か
、
安
心
し
て
飲
食

店
等
に
行
け
る
状
態
に
あ
る
の
か
不
安
を
感
じ

ま
し
た
。熊
本
県
で
は「
感
染
防
止
対
策
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
な

か
な
か
事
業
所
に
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
熊
本
県
県
南
広
域
本
部
、
八
代

保
健
所
、八
代
市
と
協
議
し
、６
月
22
日
に
『
安

心
な
ま
ち
や
つ
し
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
発
会

式
を
行
い
、「
八
代
感
染
防
止
対
策
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」を
全
事
業
所
で
作
成
の
う
え
公
表
し
、

感
染
防
止
と
経
済
活
動
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、

官
民
一
体
と
な
り
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
同
窓
生
の
皆
様
も
ど
う
ぞ
、
安
心
な
ま
ち

や
つ
し
ろ
の
推
進
に
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
詳
細
は
、
八
代
商
工
会

議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

松
井
君
と
私

白
石
勝
裕
さ
ん
（
高
44
回
卒
）

5人の子どもを育てる郡築のトマト農家

八
代
商
工
会
議
所

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

取
り
組
み

　
　
　
　
八
代
商
工
会
議
所 

専
務
理
事

松
本 

章
さ
ん
（
高
25
回
卒
）
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押
忍
！　

半
世
紀
前
、

空
手
部
が
あ
っ
た
高
校
は

県
内
で
は
十
校
程
度
と
い

う
真
に
レ
ア
で
マ
イ
ナ
ー

な
部
活
動
で
あ
っ
た
こ
と

は
否
め
ま
せ
ん
。
創
部
当

時
は
造
詣
深
い
名
の
あ
る

方
を
先
生
に
迎
え
、
教
え
を
乞
う
た
の
で
し
ょ

う
が
、
当
時
の
先
生
は
先
輩
で
あ
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
「
道
」
を
付
け
て
、
空
手
道
と
し
て

四
大
流
派
の
一
つ
を
師
の
下
で
学
ぶ
の
が
一
般

的
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
お
粗
末

な
流
儀
だ
っ
た
よ
う
だ
と
赤
面
の
思
い
で
あ
り

ま
す
。（
一
応
、
段
位
認
定
書
に
は
「
空
心
会
」

と
あ
り
、
確
か
な
会
派
で
は
あ
り
ま
し
た
が
）

無
心
に
先
輩
か
ら
の
教
え
を
忠
実
に
守
り
従
い

な
が
ら
、
対
外
試
合
・
昇
段
審
査
に
臨
む
た
め

の
鍛
錬
に
精
進
し
た
も
の
で
す
。
新
入
部
員
も

お
れ
ば
退
部
す
る
者
も
枚
挙
に
暇
な
い
ほ
ど

で
、
卒
業
当
時
の
同
期
生
は
７
名
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
部
員
は
皆
、
篤
実
で
文
武
両
道
に
真

面
目
で
あ
り
過
ぎ
た
の
か
、
勉
強
も
疎
か
に
は

し
な
い
彼
ら
の
大
半
は
練
習
を
サ
ボ
る
こ
と
も

多
く
、
主
将
時
代
の
私
は
彼
ら
を
よ
く
叱
咤
し

た
も
の
で
し
た
。
私
と
い
え
ば
２
年
半
の
部
活

現
役
中
は
、
考
査
前
の
練
習
休
み
期
間
以
外
は

四
六
時
中

空
手
の
こ

と
ば
か

り
、
頭
が

メ
ビ
ウ
ス

の
帯
状
態

で
１
分
た
り
と
も
学
習
机
に
向
か
っ
た
よ
う
な

覚
え
が
な
く
（
部
活
動
を
引
退
し
た
後
も
、
卒

業
ま
で
懈
怠
の
悪
習
は
治
し
よ
う
が
な
く
）
叱

責
し
た
同
輩
た
ち
が
立
派
に
な
り
、
今
と
な
っ

て
は
後
悔
と
屈
辱
の
念
に
苛
ま
れ
る
ば
か
り
で

す
。
夏
は
暑
く
汗
臭
く
、
冬
は
冷
た
さ
に
震
え

な
が
ら
も
、
そ
ん
な
仲
間
と
部
を
盛
り
上
げ
、

２
年
生
の
秋
に
は
九
州
大
会
出
場
権
ま
で
獲
得

し
て
い
ま
し
た
。
高
空
連
（
昭
和
47
年
ま
で
高

体
連
に
も
入
れ
て
貰
え
な
い
体
育
部
で
あ
り
、

全
国
高
校
空
手
道
連
盟
に
各
校
空
手
部
は
加

盟
）
の
試
合
は
自
由
組
手
の
み
の
で
あ
り
、
専

ら
組
手
に
練
習
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
し
た
。

日
々
の
練
習
は
、
体
力
、
基
本
、
間
合
い
、
さ

ば
き
、
緩
急
、
攻
撃
の
追
及
で
あ
り
ま
し
た
。

思
い
出
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
は
、
組
手
練

習
中
に
笑
い
悪
ふ
ざ
け
、
友
人
拳
士
に
歯
を
折

ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
前
歯
２
本
の
正
方

形
を
見
事
に
正
三
角
形
抜
き
。
友
は
私
の
歯
は

虫
が
喰
っ
て
い
た
こ
と
、
自
ら
の
拳
を
数
針
縫

う
羽
目
に
な
っ
た
こ
と
を
言
い
訳
に
責
任
逃
れ

を
主
張
し
て
い
ま
し
た
。…
高
校
教
職
に
就
き
、

30
年
間
空
手
の
指
導
者
と
な
っ
た
私
は
、
そ
の

ト
ラ
ウ
マ
か
ら
か
生
徒
・
弟
子
た
ち
に
は
歯
を

見
せ
て
の
練
習
を
厳
に
禁
じ
た
も
の
で
す
。

　
当
時
か
ら
空
手
は
武
道
で
あ
る
と
い
う
概
念

が
あ
り
「
礼
に
始
ま
っ

て
礼
に
終
わ
る
」
を
真
っ

先
に
教
え
ら
れ
、
今
も

頭
に
刷
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
八
高
空
手
（
道
）

部
精
神
は
今
も
当
部
で

汗
を
流
し
た
者
に
は
受

け
継
が
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
空
手
の
教

え
を
心
身
に
刻
み
、
我

が
青
春
の
メ
モ
リ
領
域

を
占
有
し
た
空
手
部
。

そ
の
後
の
人
生
に
味
彩

を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
に
今
は
感
謝
で
す
！　

遠
い
昔
の
話
。
時
は
待
た
ず
、
記
憶
の
欠
片
は

霧
中
に
。
結
び
に
母
校
空
手
道
部
の
今
後
の
隆

盛
と
後
輩
た
ち
の
百
折
不
撓
の
努
力
を
祈
念

し
、
ま
と
ま
り
の
無
い
ま
ま
回
想
録
を
閉
じ
ま

す
。
押
忍
!!

　
私
が
八
高
の
校
内

で
最
も
親
し
ん
だ
場

所
と
い
え
ば
、
図
書

館
と
演
劇
部
の
部
室

で
あ
る
。
図
書
館
棟

は
、
ど
こ
か
異
空
間

の
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
て
大
好
き
だ
っ
た
。
し

か
し
、
圧
倒
的
に
長
く
過
ご
し
た
の
は
演
劇
部

の
部
室
だ
。
私
の
高
校
生
活
は
「
演
劇
部
」
抜

き
で
は
語
れ
な
い
。
入
学
当
初
か
ら
入
部
を
決

め
て
い
た
の
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
最

初
に
部
活
見
学
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
は
よ
く

覚
え
て
い
る
。
先
輩
方
が
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ

で
芝
居
の
通
し
稽
古
を
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
二
つ
上
の
先
輩
方
の
演
技
が
上
手
で
思
わ

ず
見
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
お
一
人

は
、
入
学
し
て
す
ぐ
に
、
我
が
１
年
10
組
の
教

室
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
来
て
下
さ
っ
た

方
だ
っ
た
。
個
性
的
な
声
と
演
技
。
確
か
お
名

前
を
「
藤
田
さ
ん
」
と
仰
っ
た
よ
う
に
思
う
。

私
は
す
ぐ
に
入
部
を
決
め
た
。
そ
れ
が
、
あ
の

部
室
と
の
付
き
合
い
の
始
ま
り
だ
。

　
体
育
館
の
２
階
、
向
か
っ
て
右
手
の
ス
テ
ー

ジ
脇
で
あ
る
。
今
で
も
手
に
取
る
よ
う
に
思
い

浮
か
ぶ
部
屋
の
中
の
様
子
、
窓
か
ら
見
え
る
景

色
、
夕
暮
れ
て
い
く
空
の
色
、
匂
い
…
…
。

　

部
室
に
あ
る
本

棚
で
見
つ
け
た
の

は
演
劇
誌
『
テ
ア

ト
ロ
』だ
っ
た
か
、

『
新
劇
』
だ
っ
た

か
。
部
費
で
毎
月

定
期
購
入
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
巻
頭
か

ら
数
ペ
ー
ジ
は
、

主
に
東
京
で
上
演
さ
れ
て
い
る
演
劇
の
舞
台
写

真
。
そ
し
て
劇
評
。
旬
の
舞
台
俳
優
や
劇
作
家

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
。
太
地
喜
和
子
、
安
部

公
房
、
別
役
実
…
…
、「
あ
あ
、
今
こ
の
人
た

ち
が
舞
台
演
劇
の
中
心
な
ん
だ
」
と
初
め
て

知
っ
た
。
そ
れ
ま
で
戯
曲
を
読
む
の
は
苦
手

だ
っ
た
が
、
こ
の
演
劇
誌
に
掲
載
さ
れ
た
最
新

戯
曲
は
夢
中
に
な
っ
て
読
ん
だ
。
そ
し
て
、
新

年
号
と
な
る
と
、
各
劇
団
の
俳
優
養
成
所
の
募

集
特
集
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
特
集
に
は

悪
魔
的
な
魅
力
が
あ
っ
た
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

と
、
誌
面
が
「
さ
あ
、
東
京
へ
お
い
で
。
舞
台

は
楽
し
い
よ
。
同
じ
夢
を
見
る
仲
間
が
い
ー
っ

ぱ
い
い
る
よ
」
と
さ
さ
や
く
の
で
あ
る
。
あ
の

風
通
し
の
い
い
明
る
い
部
室
で
、
部
員
と
お

し
ゃ
べ
り
す
る
の
も
楽
し
い
が
、
ひ
と
り
、
そ

の
さ
さ
や
き
に
身
を
委
ね
る
の
も
極
上
の
楽
し

み
で
あ
っ
た
。
お

そ
ら
く
そ
れ
が
、

今
私
が
こ
こ
に
い

る
原
点
だ
ろ
う
と

思
う
。も
う
一
度
、

あ
の
部
室
を
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
た

な
ら
、
さ
て
今
度

は
、
ど
ん
な
魔
物

が
私
を
誘
惑
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う

か
。

八
高
の
思
い
出

空
手
道
バ
カ
一
代

村
岡 

正
さ
ん
（
高
24
回
卒
）

私
が
女
優
に
な
っ
た
わ
け

岩
崎
幸
代
さ
ん
（
高
28
回
卒
）
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　私が通っている立命館アジア太平洋大学（APU）は、日本
各地から集まる国内学生に加え、全学生の約半数は90以上
の国や地域から集まる、多文化・多言語環境の大学です。そ
れ故勿論、新型コロナウイルスの影響で春セメスターは全て
オンライン授業になりました。志望校に合格した喜びも束の
間で、入学式もない、念願であった国際生と生活を共にする
国際寮APハウスには、いつ入寮できるかわからない、何だか
少々色あせた大学生生活の始まりとなりました。
　また、突然の慣れないオンライン授業も不安でいっぱいで
した。しかし、手厚い先輩方のサポートもあり、毎日の課題、
グループミーティングなど、始まってみると一日があっという
間に過ぎていきます。授業の中では、グループワークやディ
スカッション、プレゼンテーションなどが多いため、オンライ
ン授業では言葉の壁をより一層感じる事も多々あります。一
方、より多くの人と意見を交換できるという点では、対面授
業より良いと感じています。

　私は今、憧れだったGASS（Global  Admissions 
Student Staff）という学生団体に所属し、オープンキャンパ
スを主催して高校生にAPUの魅力を伝える活動を行ってい
ます。新型コロナウイルスの影響で、少々稀有な大学生活の
始まりとなりましたが、置かれた環境の中で自分にできるこ
とを考え、新しいこと
に挑戦し、充実した大
学生活を送っていきた
いと思います。そして、
今はまだぼんやりとし
ている将来像をくっき
りとしたものに変えて
いきます。
　高校生の皆さん、
新型コロナウイルスの
影響を受けて不安を感
じている人も多いと思
いますが、今を大 切
に、様々なことに挑戦
し充実した高校生活
を送ってください。応
援しています！

　私は一昨年結婚・出
産し、今年は子育てをし
な がら の 修 士 論 文 執
筆、就職活動となりまし
た。学業では、預ける先
がなく子ども同伴で授
業を受けなければなら
なかったり、授乳室がな
かったりと、慌てたこと
もある反面、困った時に
気軽にお願いできる友
達や後輩が近くにいる
のは心強かったです。ま
た、子育ての先輩でもある先生が、「10年後には、子どもが
仕事にアドバイスやヒントをくれることもある」と教えてくだ
さり、子育ても仕事も長い目で楽しみにしています。コロナ
禍での就職活動は、イベント中止などデメリットもありまし
たが、オンラインの面接により自宅で受けることができたの
は、子どもがいる私にとってメリットでした。
　来春からは、GMOペパボ株式会社のITプロダクトのデザ
イナーとして働きます。ウェブサイトやアプリの見た目を良く
するだけでなく、サービス設計なども幅広く考えるUI/UXデ
ザイナーです。デザイナーはセンスを問われるものだと思わ
れるかもしれませんが、最も大事な力は「使う人のことをど
れだけ考えられるか」だと思っています。「何のため、誰のた
めにデザインをするのか」という理由を持っている人なら、や
り方はいくらでも学べます。私もその一人です。
　これからは、ただかっこいいデザインを作るのではなく、
デザインを通して困っている人に手を差し伸べられるように
なりたいです。デザイナーは、教育現場や行政の難しい・分
かりにくい仕組みを変えることだってできるんです。そんなふ
うに、根本的なことからより良くできる、影響力のある仕事
を行うプロのデザイナーを目指しています。

マイナスをプラスに、そして今、できることを！ 教育現場や行政の課題をデザインで解決
していきたい

立命館アジア太平洋大学１回生 九州大学大学院
武 澤 直 穂 さん（高72回卒） 上田 利瑳子さん（高65回卒）大学生紹介

【経歴】
八代高校65回卒、九州大学21世紀プログラム卒業後、九州大学大学院
統合新領域学府ユーザー感性学専攻感性価値クリエーションコースへ
進学し、この秋に卒業。

オンラインでディスカッション

高校生の時訪れたオープンキャンパスで
案内してくれたGASSの先輩と
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高校生紹介

　今年、日本は戦後75年を迎えました。今や戦争体験者は
減少し、戦争遺構も姿を消しつつあります。それは遺骨にお
いても同じです。私は遺骨収集ボランティアとして、２月に沖
縄へ行きました。そのきっかけは、沖縄戦で戦死した大伯父
の遺骨や遺品を探すことでした。
　沖縄は２月でも気温が25度を超えていましたが、ガマ
（壕）の中は暗く、水滴が垂れ、冷たい空気が満ちていまし
た。ガマは沖縄戦において日本軍の陣地や住民の避難壕と
なり、激しい攻撃に曝され多くの悲劇を生みました。原形を
とどめないほど破壊されたガマは、今では内部に入ることも
危険で難しいものです。しかし一歩中に入ると、錆びてはい
るものの薬莢などが75年前のまま残っていました。それか
ら数時間地面を掘り続けると小さな骨片を見つけることが
出来ました。名前も知らない誰かの骨が私の手の中にある、
それは、戦争の無惨さ
を心から実感した瞬間
でした。また、一日も早
く大伯父を故郷に帰し
たいという思いもより強
くなりました。
　戦争の悲劇は、沖縄
だけではありません。八
代高校（旧制八代中学）
出身の戦没者も多く、陸
海軍の特別攻撃隊の方
や、空母「飛龍」の艦長がいます。生徒も機銃掃射で負傷し
たり、空襲からの復旧作業中に事故死したりしています。75
年前、私たちの先輩である八高生もまた命がけで暮らして
いたのです。
　今年はコロナ禍で日常が一変しました。これまで当たり前
と思っていた勉強や部活が突然できなくなり、改めて平和の
ありがたさを感じました。そして、戦争体験の継承への思い
も強くなりました。
　将来は、国際問題の解決などの仕事に従事し、より平和な
社会を構築することに貢献できればと考えています。

　昨年９月に行われた第39回全
国高等学校クイズ選手権に、当
時２年生の田中颯眞くん、林田
昌大くん、濱田康生くんが見事
県予選を勝ち抜き、熊本県代表
として出場しました。今回この
素晴らしい経験をされた３人に
感想を聞いてみました。

Ｑ１．クイズを始めた動機を教えてください。
田中　小さい頃からクイズ番組やなぞなぞの本をよく見ていて、興味

がありました。
林田　小学生の頃からクイズ番組を見ていて、知らない専門用語や、

身近なものや現象にも名前がついているのが面白いと思ったか
らです。

濱田　昔からクイズ番組を見ていて興味がありました。
Ｑ２．出場するきっかけは何ですか？
田中　小学生の頃に初めて番組を見た時から出たいと思っていまし

た。以前は全国大会がアメリカで開催だったので、クイズが出
来ればアメリカに行けるかも ！  と楽しみにしていました。

林田　中学生の時見た番組で、勝ち進んだチームがアメリカまで行っ
て、豪華な会場や面白いゲーム形式でクイズをしていて、面白
そうだったからです。

濱田　前年に県予選決勝で負けてしまい悔しかったのですが、翌年奇
跡的にメンバーが揃い、もう一度チャレンジしたいと思ったから
です。

Ｑ３．周りのチームの印象はどうでしたか？
田中　色々な人がいるなという感じでした。ずっとルービックキューブ

で遊んでいる人や、銀髪に染めている人がいました。全国の
高校生と交流できたのは、すごく刺激になりました。

林田　皆、とても頭がよさそうで物静かに見えましたが、話してみると
とても明るく、面白く、そして皆クイズが大好きだと感じました。
中には変人？ と思うほど個性が強い人もいました。

濱田　クイズに限らず色々な特技を持っている人が多かったです。
Ｑ４．大会に出た後、自分はどう変わりましたか？
田中　以前より一つひとつの機会を大切にするようになったと思いま

す。
林田　自分が住んでいる場所がとても小さな場所で、まだ見ぬ広い

世界があると実感しました。そして自分とは異なった世界観を
持った、様々な人たちと話してみたいと思いました。

濱田　同学年にこんなにもすごい人達がいるんだというよい刺激にな
りました。

Ｑ５．学校での反応は何かありました？
田中　クラスメイトや先生達からの反応が大きかったと思います。
林田　自分たちの回答が司会者の枡さんにツッコミをもらった所をよく

いじられました。また番組を見て知った先生方に声をかけられ
たり、褒められたりしました。

濱田　意外と話題になったが、映った時間が少なかったので、そこま
で反応も長引かなかったです。

Ｑ６．覚え方のコツを教えてください。
田中　関連付けです。
林田　覚えたいと思った言葉を一度覚え、ふと思い出した時などに確

認して覚えていました。印象に残った問題は、最初の印象を心
に刻みながら覚えています。

濱田　とにかくクイズをたくさん行い、いろんな問題に触れることです。

No More Wars 第39回 全国高等学校クイズ選手権出場

山口 凌 くん（高２年） 田中颯眞くん 林田昌大くん 
濱田康生くん

なう

調査した沖縄のガマ（壕）にて

収集した遺骨

左から田中君、林田君、濱田君
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高
20
回
卒
の
折
木
良
一
さ
ん
が
今

春
の
叙
勲
で
瑞
宝
大
綬
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

折
木
さ
ん
は
八
高
卒
業
後
、
防
衛

大
学
校
に
進
学
、
そ
の
後
陸
上
自
衛

隊
に
勤
務
さ
れ
、
中
部
方
面
総
監
、

幕
僚
長
を
経
て
、
２
０
０
９
年
に
は

統
合
幕
僚
長
に
就
任
さ
れ
、
自
衛
隊

ト
ッ
プ
と
し
て
自
衛
隊
活
動
全
般
に

わ
た
っ
て
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
で
は
被
災
地
対
応
を
陣
頭
指

揮
さ
れ
ま
し
た
。
折
木
さ
ん
の
長
年

に
わ
た
る
自
衛
隊
で
の
功
績
に
対
し
、

こ
の
瑞
宝
大
綬
章
が
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

折
木
さ
ん
の
こ
の
名
誉
あ
る
受
章

は
同
窓
生
と
し
て
も
大
変
誇
ら
し
い

も
の
で
、
同
窓
生
一
同
で
喜
び
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

折
木
良
一

　

令
和
２
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、

は
か
ら
ず
も
瑞
寶
大
綬
賞
受
章
の
栄

に
浴
し
、
7
月
末
、
皇
居
に
参
内
し

天
皇
陛
下
よ
り
勲
記
勲
章
を
拝
受
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
身
に
余
る
光
栄

に
際
し
て
、
改
め
て
約
40
年
間
、
自

衛
官
と
し
て
勤
務
で
き
た
こ
と
を
心

か
ら
誇
ら
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
世
に
生
を
授
け
て
く
れ

た
今
は
亡
き
両
親
を
は
じ
め
、
人
生

の
基
盤
や
方
向
性
を
与
え
応
援
し
て

い
た
だ
い
た
故
郷
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
は

引
き
続
き
、
微
力
な
が
ら
社
会
活
動

な
ど
に
お
い
て
皆
様
に
恩
返
し
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
広
報
委
員
の
早
田
蛍
（
57
回
）
さ
ん
が
福
岡

管
区
気
象
台
の
気
象
台
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
気
象
業
務
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら

れ
る
賞
で
、
直
近
３
年
間
で
、
お
天
気
教
室
や

防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
県
内
外
で
60
回
以
上

開
き
、
安
全
知
識
の
普
及
啓
発
に
尽
く
し
た
功

績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
４
年
時
に
気
象
予
報
士
の
資
格
を
取

得
。
県
外
の
民
間
企
業
を
退
職
後
、
２
０
１
６

年
夏
に
帰
郷
し
、
市
内
の
小
学
校
や
公
民
館
で

講
座
を
開
く
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
取
り
組

み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
対
象
に
合
わ
せ

た
講
座
を
心
掛
け
る
の
は
、
３
児
の
母
で
あ
る

こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
自
分
自
身
で
考

え
て
行
動
で
き
る
よ
う
な
知
識
を
伝
え
る
こ
と

が
大
切
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

瑞
宝
大
綬
章
受
章

福
岡
管
区
気
象
台

台
長
賞 

受
賞

瑞
宝
大
綬
章
受
章
に
思
う

現役大学生による八高生フォローアップ事業を始めます。
　新型コロナによって、多くの大学で入学式が行われず、教
室での対面授業も行われず、自宅でのリモート授業が日課
になっています。志望校決定に大きな影響を与えるオープ
ンキャンパスも開かれず、受験生にとって不安な日々が続い
ています。そこで同窓会では、全国にいる八高卒の現役大
学生により、大学や学部の紹介、受験情報などをSNSを介
して伝えるなどして八高生をフォローアップしていく事業を
始めていくことになりました。現在体制作りや運営方法に
ついて調整中です。決定次第同窓会のホームページに掲載
する予定ですので、詳しくはそちらをご覧ください。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

住所を変更されましたら、
事務局までご連絡ください。

連絡先　〒866-0885 熊本県八代市永碇町856
　　　　 熊本県立八代高等学校同窓会
　　　　 TEL 0965-33-4138
　　　　 FAX 0965-35-8463
　　　　 事務局直通 080-2743-9712
メールアドレス
　　　　 85jimukyoku@hachiko-dosokai.com
同窓会ホームページからも住所変更の手続きが
できます。
ホームページアドレス
　　　　 http://www.hachiko-dosokai.com

住所変更時の連絡のお願い 大学生が指南役大学生が指南役！！！！
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■ 八代高校関東地区同窓会
会長　勝井梅子（高21回）　　事務局長　後本一幹（高21回）
事務局所在地　〒207-0013 東京都東大和市向原3-900-23 後本一幹税理士事務所内
　　　　　　　TEL 042-563-9218　FAX 03-6369-3461
定例総会　毎年9月の土曜日　東京都内の会場で開催
■ 八代高校東海同窓会
会長　坂田孝之（高18回）　　事務局長　岩崎健作（高23回）
事務局所在地　〒460-0002 名古屋市中区丸の内1-14-24
　　　　　　　ライオンズビル第2丸の内705 旅行プランサービス内
　　　　　　　TEL 052-204-1945　FAX 052-204-1943
■ 八高関西同窓会
会長　宮崎正郎（高14回）　　事務局長　新村　守（高49回）
事務局所在地　〒530-0047 大阪市北区西天満5丁目9-3 アールビル本館7階
　　　　　　　弁護士法人村上・新村法律事務所　新村守方
　　　　　　　TEL 06-6316-8364　FAX 06-6316-8368
定例総会　毎年6月の第1土曜日　大阪市内の会場で開催
■ 八代高校岡山同窓会
会長　久保田壽一（高18回）　事務局長　江村清二（高20回）
事務局所在地　〒703-8262 岡山市中区福泊11-118 江村清二方　TEL 086-276-8050
■ 八代高校広島県同窓会
会長　片山茂光（高19回）　　事務局長　村田栄治（高28回）
事務局所在地　〒738-0036 廿日市市四季が丘4-6-14 村田栄治方
　　　　　　　TEL 0829-88-9211（Fax兼用）
■ 八代高校山口県同窓会
会長　山下鐵洋（高14回）　　事務局長　中村裕子（高21回）
事務局所在地　〒755-0151 宇部市西岐波村松402 中村裕子方　TEL 0836-51-1046
■ 八代高校同窓会福岡支部
 　　　　　　　　　　　　　　事務局長　礒部和之（高23回）
事務局所在地　〒811-1346 福岡市南区老司2-23-80 礒部和之方　TEL 092-565-2232
定例総会　毎年7月　第1土曜日　博多祇園山笠にあわせて実施　福岡市内の会場で開催
■ 八代高校同窓会熊本市支部
会長　中西雄一（高20回）　　事務局長　坂田雅孝（高24回）
事務局所在地　〒861-4172 熊本市南区御幸笛田4-11-5 坂田雅孝方
　　　　　　　TEL 096-379-0852
定例総会　隔年10月の土曜日　熊本市内の会場で開催
■ 八代高校大分同窓会
会長　草柳英一郎（高12回）　事務局長　松本宏次（高15回）
事務局所在地　〒870-0848 大分市賀来北1丁目2-40 松本宏次方　TEL 097-549-3386
■ 八代高校鹿児島県同窓会
会長　森岡和之（高16回）会長事務局兼任
事務局所在地　〒891-0102 鹿児島市星ヶ峯3-29-10 森岡和之方　TEL 099-265-6508
■ 八代高校長崎地区同窓会
事務局　德永哲郎（高27回）
事務局所在地　〒852-8126 長崎市石神町39-41 德永哲郎方　TEL 095-844-6106

八代高校同窓会 各支部・地区同窓会 連絡先

１．八代高等学校同窓会における個人情報の定義
　個人情報とは、個人を識別できる情報で、氏名、住所、電話番号、勤務先・在
学校名、勤務先電話番号、最終学歴等の情報を指します。
　また、これらの情報のみでは識別できなくとも、複数の情報を組み合わせるこ
とにより個人を識別できる情報も含みます。

２．個人情報をご提供いただく場合について
　八代高等学校同窓会で個人情報をご提供いただくのは、以下の場合となりま
す。
（１）同窓会事務局から同窓会会員へ直接依頼する場合
（２）同窓生や家族から同窓会事務局に間接的にご連絡いただく場合
（３）同窓会会員から同窓会事務局に直接ご連絡いただく場合

３．個人情報の管理について
　八代高等学校同窓会では、個人情報を正確かつ最新の状態に保ち、不正アクセ
ス・紛失・破壊・改ざん・漏洩または再提供（「５．第三者への情報提供につい
て」に記載する場合を除きます）などの無いように、適切な管理を実施いたしま
す。

４．個人情報の利用目的について
　ご提供いただいた情報は秘密扱いとし、同窓会会員の管理、および同窓会員名
簿の発行を含む同窓会の運営に役立てる目的のみに使用します。

５．第三者への情報提供について
　八代高等学校同窓会では、ご本人の同意を得た場合以外は、同窓会会員以外の
第三者に提供を行いません。
　ただし、警察や裁判所等の公的機関から法律に基づく手続きにおいて照会を受
けた等法令に基づく場合や、会員の行為によって同窓会会則等に反し同窓会の権
利や財産等を保護するため必要と認められる場合、および人の生命・身体・財産
等に対する緊急の必要性がある場合は除きます。

６．個人情報管理責任者の配置について
　個人情報を取り扱う責任者を置き、適切な管理を行います。

７．法令等の遵守・個人情報保護方針の改定
　八代高等学校同窓会では、日本国における法令等に従った個人情報の管理、利
用を行います。
　八代高等学校同窓会では、日本国における法令等の変更に合わせるため、個人
情報の保護をより確かなものとするため、またはその他の理由により、個人情報
保護方針を改定させていただくことがございますので、定期的に個人情報保護方
針のご確認をしていただきますようお願いたします。 平成24年8月25日

熊本県立八代高等学校同窓会
　なお、可能な限り、適切かつ迅速な処理を努めますので、個人情報に関する開示の申
し出、苦情、相談等は事務局までご連絡ください。

八代高等学校同窓会事務局（八代高等学校内）

TEL 0965-33-4138　FAX 0965-35-8463
（直通）080-2743-9712
連絡用メールアドレス  85jimukyoku@hachiko-dosokai.com

個人情報の取り扱いと保護について
（八代高等学校同窓会個人情報保護基本方針）

平成31年度 八代高校同窓会会計 決算
1　収入の部 (単位：円)

費　目 予算額 (A) 決算額 (B) 差異 (A − B) 摘　要
年 会 費 5,000,000 4,516,350 483,650 2,031人分(内訳下表)
入 会 費 1,200,000 1,205,000 -5,000 5,000×237名分
雑 収 入 200,000 443,859 -243,859 名簿代、寄付(高37回他)
合 　 計 6,400,000 6,165,209 234,791 

2　支出の部
費　目 予算額 (A) 決算額 (B) 差異 (A − B) 摘　要

会 議 費 60,000 17,651 42,349 会議諸経費
印 刷 費 120,000 100,776 19,224 総会案内状

役 務 費 600,000 450,446 149,554 郵便、通信費、HP管理費、払込
手数料

広 報 費 4,000,000 3,623,420 376,580 会報発行費
備品消耗品費 100,000 31,990 68,010 用紙代、プリンターインク代
慶 弔 費 200,000 118,616 81,384 弔電代、広告料、教職員記念品代
人 件 費 800,000 800,000 0 事務局手当
新入会員歓迎費 300,000 52,800 247,200 校歌CD、卒業証書入れ丸筒代
旅    費 1,000,000 886,120 113,880 支部地区同窓会出席旅費
雑    費 350,000 230,825 119,175 花馬補助等
地 区 補 助 費 260,000 260,000 0 支部･地区通信費への補助
積 立 金 1,000,000 0 1,000,000 次回周年事業費(特別会計へ)
合 　 計 8,790,000 6,572,644 2,217,356 

前年度繰越金 17,308,748 17,308,748 0 
当年度収支差額 -2,390,000 -407,435 -1,982,565 
次年度繰越金 14,918,748 16,901,313 -1,982,565 

金銭管理状況
普通預金 九州労働金庫 1,033,279 年会費振込金額 人　 数 総金額
普通預金 肥後銀行 2,345,833 2,000 円 1,990人 4,128,350円
振替口座 ゆうちょ銀行 2,652,965 4,000 円以上 41人 388,000円
定期預金 九州労働金庫 7,017,866 合 　 計 2,031人 4,516,350円
定期預金 熊本県信用組合 3,851,370

16,901,313

令和2年度 八代高校同窓会会計 予算
1　収入の部 (単位：円)

費　目 本年度
予算額 (A)

前年度
予算額 (B) 差異 (A − B) 摘　要

年 会 費 5,000,000 5,000,000 0 2,000円×2,500人

入 会 費 1,200,000 1,200,000 0 5,000円×240名分

雑 収 入 200,000 200,000 0 名簿代、寄付、預金利息等

合 　 計 6,400,000 6,400,000 0 

2　支出の部

費　目 本年度
予算額 (A)

前年度
予算額 (B) 差異 (A − B) 摘　要

会 議 費 30,000 60,000 -30,000 会議諸経費

印 刷 費 20,000 120,000 -100,000 

役 務 費 550,000 600,000 -50,000 郵便、通信費、HP管理費、払込
手数料

広 報 費 4,000,000 4,000,000 0 会報発行費

備品消耗品費 50,000 100,000 -50,000 用紙代、プリンターインク代

慶 弔 費 150,000 200,000 -50,000 弔電代、広告料、教職員記念品代

人 件 費 800,000 800,000 0 事務局手当

新入会員歓迎費 400,000 300,000 100,000 校歌CD、卒業証書入れ丸筒代

旅    費 100,000 1,000,000 -900,000 支部地区同窓会出席旅費

雑    費 300,000 350,000 -50,000 飾馬補助等

地 区 補 助 費 260,000 260,000 0 支部･地区通信費への補助

積 立 金 0 1,000,000 -1,000,000 次回周年事業費(特別会計へ)

合 　 計 6,660,000 8,790,000 -2,130,000 

前年度繰越金 16,901,313 17,308,748 -407,435 

当年度収支差額 -260,000 -2,390,000 2,130,000 

次年度繰越金 16,641,313 14,918,748 1,722,565 
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2021年度 八代中学・八代高女・
八代高校同窓会総会

日時：2021年８月28日㈯
会場：八代ホワイトパレス

※2021年度の大同窓会は高38回生が担当します。
　多くのみなさんの参加をお待ちしております。

寄付を頂きました。ありがとうございました。
有意義に使わせていただきます。

2019年度 高20回生 ¥70,000

2020年度 高30回生 ¥250,000

　日頃より同窓会活動にご理解、ご協力いただき感謝申し
上げます。
　ご承知のように、同窓会活動として在校生に対する教育
助成や会報発行、事務局運営等を行っておりますが、これ
らは皆さまからの会費を主な財源としております。
　同窓会のさらなる発展のためにも会費の納入をよろしく
お願いいたします。
　なお、払込用紙を紛失された方は郵便局に備え付けの払
込用紙を使って払い込みができます。その際は払込手数料
はご負担願います。

　同窓会では八高生の夢の実現のため、これまで
様々な形で支援をしてきました。
　最近の新型コロナウイルス感染拡大、また、７月豪
雨により、八高生にも学ぶ環境や部活動にこれまでに
なかったような様々な影響が生じています。そこで、
同窓会として八高生の学習面や生活面でできる限り
の支援を行っていこうと考えておりますが、少子化に
よる生徒数減もあって、財政状況がかんばしくありま
せん。
　そこで、今回同窓生の皆様に一口 1,000円の寄付
をお願いすることにいたしました。母校の後輩たちへ
の支援が充実したものになりますよう、ご協力をお願
いいたします。
　寄付金は郵便局に備え付けの振込用紙を利用して
振り込んでください。通信
欄に寄付金と明記し、口数
もご記入ください。また、住
所、氏名欄に卒業回も記入
願います。

会費納入のお願い

口座番号　０１７８０＝７＝５２０３１
加入者名　八代高校同窓会

口座番号　０１７８０＝７＝５２０３１
加入者名　八代高校同窓会

振
込
先

振
込
先

コロナ禍、豪雨災害に負けない八高生を
支援するために寄付をお願いします

第28回卒 広報委員長  一  親房
私のこだわりは肉の焼き方。基本Rare(しか
もBlue)。熱の入れ具合で、至高の喜びが味
わえる。あさり貝も難しい。ぷりぷり感にこ
だわる。火を止めるタイミングが試練。

第25回卒 岡村洋文
コマーシャル変態
テレビ小僧からテレビじじぃへ、番組本体よ
りCMが大好きな変態に成長。ビジュアルも
サウンドも言葉も時代を映す鏡。毎年大量
に排出される中、今年のお気に入りベスト
は、カネボウの口紅 ｢唇よ 熱く希望を語れ
〜 I  HOPE｣。

第28回卒 作田典子
私のこだわりは、文章の繋がりや誤字脱字
のチェックです。ちょっとした間違いも見逃
しません。広報委員の皆からは「鉄の女」と
呼ばれています。

第30回卒 米本直美
「私って何かこだわりある？」と友人に聞いた
ら、目を丸くして「こだわりの塊でしょう！」と
言われた。多すぎて当たり前になっていた
ようだ。でも旅が大好きな私は「こだわり」を
捨てるのも上手だと自負している。「郷に入
れば郷に従え」かな。

第36回卒 江崎博美
愛犬最優先な生活をしています。老犬なので
特に孤独にさせないために実家に朝から預
け仕事帰りにまた引き取るという毎日です。

第45回卒 内野裕子
私のこだわりという事で、かれこれ一ヶ月程
考えてみたのですが、特に思い当たること
がなく、結果『こだわりを持たないことが私
のこだわり』ということになりそうです。

第46回卒 松永正大
ご飯は炊きたてに限る ！

第49回卒 成尾善明
すみません。こだわりが多すぎて、、どうしま
しょう…(>_<)

第52回卒 柴崎政俊
色々こだわりがありすぎて、未だに独りで
す。

第55回卒 高見聡一郎
施されたら、施し返す。恩返しです。

第57回卒 早田　蛍
休みの日は、絶対最後に起きる ！　休日くら
い朝は家事をお休みしたいからです。

第69回卒 桑原温乃
私のこだわりは、スマホの壁紙の設定の時
にミリ単位で調整することです。どのライン
で画像を切り取るか、設定しているときの集
中力には自信があります。（私のこだわりと
集中力を研究に注ぎたいところです．．．。）

編集後記　広報委員の「私のこだわり」


